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● 趣旨・目的 ● 
　国土緑化運動は昭和 25 年の開始以来約 70 年が経過し、時代のニーズを踏まえ、新
たな視点に立った緑化活動の展開が求められています。このため、シニア世代から親子
世代まで幅広い層を、新しいコンテンツや従来とは異なる視点で森林づくり活動に巻き
込み、主体的に企画運営の担い手となるよう工夫して成果をあげている先進的な活動事
例を通じ、今後のボランティア活動を進めるに当たってのヒントやコツを共有する機会と
して「緑のボランティア活動 助成セミナー 2018」を開催しました。

● 参加対象 ● 
森林づくり活動を実施している団体

森林づくり活動に関心のある企業の関係者等

● 開催日程 ● 
2018 年 2 月16日（金）・17日（土）

● 開催場所 ● 
 『弘済会館』（東京都千代田区）　萩（16日）・梅（17日）
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13:30　緑の募金 協力企業報告 ① … ダイドードリンコ（株）
　　　　　　　　　 源 隆志（ダイドードリンコ（株） 本社人事総務部総務グループ シニア・マネージャー）
13:50　緑の募金 協力企業報告 ② … （株）ローソン
　　　　　　　　　 仙田 靖男（（株）ローソン 事業サポート本部 環境社会共生・地域連携推進部）
14:10　休憩
14:25　緑のボランティア活動事例報告 ① … 森づくり × コミュニティづくり　苫東・和みの森の挑戦
　　　　　　　　　 二瓶 奈津香（自然体験活動指導者ネットワークえんりっと）
　　　  緑のボランティア活動事例報告 ② … 森づくり × 企業や地域、学校、行政との連携を通じた取り組み
　　　　　　　　　 大和 文子（NPO環～ＷＡ 代表理事）
　　　  緑のボランティア活動事例報告 ③ … 森づくり × 後継者育成と継続的な取り組みのポイント
　　　　　　　　　 寺川 裕子 （NPO法人 里山倶楽部 理事）
15:25　休憩　
15:40　パネルディスカッション … 企業や地域との連携、会員獲得、若返りのコツを探る
　　　　　　 コーディネーター：宮本 英樹（どさんこミュゼ（株）代表取締役（元NPO法人ねおす専務理事））
　　　　　　　　 　 パネラー：二瓶 奈津香（自然体験活動指導者ネットワークえんりっと）
　　　　　　　　　　　　　　 大和 文子（NPO環～ＷＡ 代表理事）
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17:05　緑のボランティア活動ポスターセッションおよび「緑の募金」公募事業　個別相談会　
18:00　交流会（場所：弘済会館 4 階「菊」）

09:30　オリエンテーション　
09:45　話題提供 ① … 「森林ボランティアの進化と変化」森林づくり活動実態調査 分析結果と今後
　　　　　　　　　 富井 久義（筑波大学大学院）
　　 　話題提供 ② … 「森林ボランティアの未来」
　　　　　　　　　 松村 正治（NPO法人よこはま里山研究所 理事長）
10:15　テーマ別セッショントークオリエンテーション・休憩
10:30　テーマ別セッショントーク～躍動する団体に共通するポテンシャルとは！？～
　　　　　テーマ ①：次世代に継ぐ森林づくりのための「企業・行政・地域との連携」
　　　　　　　 ファシリテータ―＆話題提供：丹羽 健司（森の健康診断出前隊 代表）
　　　　　テーマ ②：次世代に継ぐ森林づくりのための「後継者育成と継続的な取り組み」
　　　　　　　　　　　　 ファシリテータ―：鹿住 貴之（認定 NPO 法人 JUON（樹恩）NETWORK 事務局長）
　　　　　　　　　　　　　　　 話題提供：松崎 和敬（NPO 法人 いわきの森に親しむ会 副理事長）
　　　　　テーマ ③：次世代に継ぐ森林づくりのための「新規参加者を獲得するためのポイント」
　　　　　　　　　　　　 ファシリテータ―：松村 正治（NPO法人よこはま里山研究所 理事長）
　　　　　　　　　　　　　　　 話題提供：小島 圭二（多摩の森・大自然塾　鳩の巣協議会）
12:00　休憩　
12:10　全体共有　
13:00　閉会挨拶　　松井 一郎（NPO 法人 森づくりフォーラム 理事）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 関係者名簿
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　本日は、緑のボランティア活動助成セミナー 2018 に大
勢のご参加をいただきまして、大変ありがとうございます。
また、日頃から国民参加の森林づくりにご尽力いただいて
おりますことに、厚く御礼を申し上げます。

●
　2014 年まで開催していたこの緑のボランティア活動報
告会を、何年かぶりに開催することになりました。「緑の
募金」を活動資金として活用する団体数がここ数年横ば
い傾向にあり、ボランティア団体の実態並びにそのニーズ
に対する調査を実施していたといった事情もあって、３年
間は開催をしていないという状況でした。
　これまでの国土緑化運動を振り返ってみますと、開始以
来、約 70 年の時間が経過して、時代のニーズも大きく変
化しているという中で、緑化運動につきましても、新たな
視点にたった展開が求められている状況です。
　緑の募金についても、従来はキャッチフレーズを「緑の
募金で防ごう地球温暖化」として対応してきたのですが、
昨年から日本の人工林資源の状況をふまえて、「植える緑
化から使う緑化」というフレーズに変えました。ただ、こ
れには賛否両論あり、わかりにくいという声もあったので、
今年からは「使って育てる元気な森」として、少しわかり
やすくしています。

●
　今回のセミナーは、新しいコンテンツや従来とは異なる
視点で活動を行なっている NPO の皆様の先進的な活動
事例の詳細をご報告いただき、そうした事例を踏まえて今

後の活動を続けるにあたってのヒントを得る機会として開
催する次第です。
　本開催に関しては、NPO 法人森づくりフォーラムとの
共催で行う形になります。また、日頃から緑の募金にご協
力いただいているダイドードリンコ様やローソン様といっ
た企業の皆様からも、森づくりへの取り組みや募金への期
待なども報告いただくことにしています。さらには、昨日
２月15日から３月31日までの期間で公募を開始した、平
成 30 年度の緑の募金、緑と水の森林ファンドの応募につ
いても、個別相談会を行うという次第です。
　今回のセミナーが、皆様が日頃苦労されている諸問題
の解決に少しでも役立つこと、緑の募金による募金参加
の森づくりが時代のニーズを踏まえた新たな展開に繋がる
ことを期待いたします。
　ご報告をしていただく皆様と、コーディネーターを務め
ていただく宮本様に対しまして御礼申し上げまして、冒頭
のご挨拶とさせていただきます。今日はどうぞよろしくお
願いします。

主催者挨拶
梶谷 辰哉（公益社団法人 国土緑化推進機構 専務理事）
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● 対象となる活動

　対象となる活動は、次の通りです。
① 森林ボランティア･ 里山保全団体 ･NPO 等による国内

外の森を元気にする活動
② 地球の緑を増やし、地球温暖化防止や生物多様性保

全に貢献する活動
③ 森づくりのリーダーを育てる活動
④ 森や里山で子どもたちを育むことができる活動

● 対象となる団体

　支援の対象となる団体は従来と変わらず、次の通りです。
① 自主的、組織的な活動で事業を完遂できること。
② 交付金の使途に係る条件遵守が確実であること。
③ 営利を目的としない民間団体で、次の 1 から 4 の要件

をすべて満たしていること。
1. 定款、寄付行為に準ずる規約を有すること。
2. 団体の意思を決定し、要望に係る活動を執行する

組織が確立していること。
3. 自ら経理し、監査することができる会計組織を有す

ること。
4. 活動の本拠としての事務所を日本国内に有すること。

● 公募事業

　今年度は、一般公募は総額枠を広げ、特定公募事業
は若干減らす予定です。
・一般公募事業
　従来と同様、「森林整備 ･ 緑化推進」（複数の都道府
県にわたるなど広域的な見地から事業効果の波及が期待
される活動）、と「国際緑化」（海外で行う活動）があり、
年間１件あたりの助成の上限額が 300 万円になります。
・特定公募事業
　特定公募事業の「災害に強い森づくり事業」は「（1）
国民参加による災害に強い森づくりタイプ」「（2）山村住
民と都市住民による森林整備と山村活性化タイプ」の２
タイプがあり、それぞれ要件が異なっています。標準事
業費が 200 万円で、上限が 300 万円になります。

・都道府県緑推推薦事業
　これが、今年度の新しい目玉
となります。
　昨年までは「ふるさとの森林
再生事業」という名前で公募し
てきた事業でしたが、今年から

「子どもたちの未来の森づくり事
業」とし、新たに子どもたちの森
林体験や環境教育等の活動、そ
うした活動のフィールドとなる森林整備への支援も行いま
す。年間の助成額は、１事業あたり上限 100 万円です。

● 対象経費

　昨年度までの募集要項は、対象条件についてダメな条
件を念押ししていましたが、今年度からはあまり細かな
条件は書いていません。ただし、前提はあくまでもボラン
ティアによる活動です。ほとんどの事業を外注に丸投げ
して「セレモニーだけをやります」というのは、あまり相
応しくありません。
　事務費の扱いも、昨年度までは事業費の 10％かつ５万
円以内としていたのを、10％かつ 10 万円以内としました。
つまり、人件費部分では以前よりはかなり緩和したとご理
解いただきたいと思います。指導者経費はボランティア団
体の構成員は対象にはならず、あくまで外部からの講師
や指導者が対象ですので、ご注意ください。

● スケジュール

　応募期間が 2 月15 日～ 3 月 31日で、当日の消印を含
みます。私たちが内容を整理・審査する中で、外部の第
三者の意見を聞きながら、最終的には理事会での承認を
経て通知をします。事業の活動期間は 7 月1日から翌 6
月30日までの 1 年間。活動が終わったら 3 か月以内の報
告は厳守をしていただきたいと思います。

● 留意事項

　参加者へ「この活動は緑の募金の支援で実施している」
ことの周知をお願いしています。また、募金をただ活用
するのではなく、自分たちも募金を呼びかけるといったこ
とにも取り組んでいただきたいと思います。

● 応募要項

　応募先がそれぞれの事業によって異なります。これを
間違えると受け付けられませんので、間違いのないように
お願いします。

① 緑の募金

緑のボランティア活動 助成プログラム説明

● 説 明 者

青木 正篤
（公益社団法人 国土緑化推進機構 常務理事）
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② 緑と水の森林ファンド

緑のボランティア活動 助成プログラム説明

● 説 明 者

井上 達也
（公益社団法人 国土緑化推進機構 基金業務部長）

● 緑と水の森林ファンドとは

　緑と水の森林ファンドとは、国民参加の森づくり運動
の推進のための事業を実施しているもので、昭和 63 年
に国土緑化推進機構内に設立された「森林基金」を基に、
平成 23 年に、緑と水の森林ファンドというかたちに移行
し、その運用益において事業を展開しているものです。

● 緑の募金との違い

　募金事業は主に、植えつけや下刈りといったハードが
中心で、それに付随するイベントなどがついている事業
が対象となります。一方でファンドはソフトオンリーの事
業でも構わないという点が、大きな違いです。

● 対象事業

　「普及啓発事業」「調査研究事業」「活動基盤整備事業」
「国際交流事業」の４つの事項に沿うものを NPO 団体で
企画していただき、公募申請に上がってきたものを審査
した上で、実施していただきます。

・普及啓発事業の主な事業の内容
　（森づくり運動への積極的な参加を促進するPR活動）
① 森林資源の整備・利用や森林と水の関わりなどについ

てのキャンペーンやシンポジウム等、各種イベントの
企画・実施

② 木材利用の促進による森林循環の実現

・調査研究事業の主な事業の内容
　（森づくりに必要な調査や研究）
① 水土保全など森林の多面的機能
② 水資源の効率的利用及び森林資源の整備・利用
③ 学校林に関する調査研究
④ 森林の教育・文化的・医学的利用
⑤ 水力発電施設周辺の環境保全

・活動基盤整備事業の主な事業の内容
　（農山村と都市住民の交流促進、森づくりの担い手の育 
　成など活動基盤の整備）
① 森林づくりの担い手の育成

② 森林ボランティア活動の支援
③ 緑の少年団活動の支援
④ 学校林を活用した活動の支援

・国際交流事業の主な事業の内容
　（青少年国際交流などの支援）
① 緑化交流のための青少年の海

外派遣
② 国内で開催される森林・環境

に関する国際会議への支援
③ 海外向け PR 冊子の作成

● 30年度の重点項目

① 「森林環境教育（森のようちえんを含む）」「震災復興
支援」「地域材の利用」「地球温暖化防止と森林」「森
林と水」「森林の利用」等の課題にポイントを置いた
総合的・効率的な普及啓発

② 地域材の利用促進等山村資源の有効活用等による山
村地域の活性化

③ リ－ダ－の養成等の森林ボランティア活動支援
④ 学校林活動の推進など森林環境 教育（森のようちえ

んを含む）等による次世代の育成
⑤ 森林の公益的機能、木質バイオ マス、森林環境教育

等に関する普及啓発・調査研究

● 対象となる団体

　概ね緑の募金事業と同様です。ただし、報告は活動が
終わったら２カ月以内ですので、厳守してください。

● スケジュール

　緑の募金事業と同様です。

● 留意事項

　参加者へ「緑と水の森林ファンド」助成事業であるこ
とを周知していただくとともに、事業の実施に伴って事前
に放送・報道機関に情報提供を行うなどして「国民参加
の森林づくり」運動の普及や「緑の募金」の呼びかけに
取り組んでいただきたいと思います。
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ダイドードリンコ株式会社

●  発 表 者

源 隆志
（ダイドードリンコ（株）本社人事総務部総務グループ
  シニア・マネージャー）

ダイドーのグループ理念は
「人と、社会と、共に喜び、共に栄える」

　 最 近は、企 業の立 場からも、ESG 投資（環 境＝
Environment、社会＝ Social、企業統治＝ Governance
に配慮している企業を重視・選別して行う投資）や、
SDGs（持続可能な開発目標）などから、環境への配慮
が CSR を超えた範囲でどんどん必要になってきています。
当社の活動は、今日ご参加の皆様から比べると大したこ
とは出来ていませんが、皆様に当社の活動を覚えておい
ていただいて、今後の当社の活動に繋げていきたいと思
いますのでよろしくお願いします。
　ダイドーグループは去年ホールディングスになり、大阪
市北区に本社を構えています。社長は 41 歳と若く、従
業員数はグループ全体で 3600 名ほどです。売上規模は
1700 億円くらいで推移しています。
　当社グループは、「人と、社会と、共に喜び、共に栄え
る。その実現のために DyDo グループは、ダイナミックに
チャレンジを続ける」というグループ理念を掲げて活動を
しています。お客様には「高い品質にいつもサプライズ
を添えて！」、従業員には「ダイナミックに働き、達成する
喜びを！」、取引先には「次の成長ステージへ共にチャレ
ンジ！」、社会には「人や社会との絆を大切に！」、株主に
は「継続的な企業価値向上を！」ということで、ステーク
ホルダーの皆様の声を経営に活かしながら、豊かで元気
な社会づくりに貢献していきたいと考えています。この中
で、緑のボランティア活動に関係するのは、社会には「人
や社会との絆を大切に！」という部分で、事業活動やコミ
ュニティ活動を通じて、地域社会の活性化に貢献したい
と考えています。

　当社グループは、食品事業、医薬品関連事業、海外飲
料事業なども行っていますが、メインはダイドードリンコ

（株）という会社での国内飲料事業で、私もここに所属を
しています。当社のビジネスモデルは変わっていて、自社
工場を持っていません。本社部門で商品を企画し、それ
を委託工場につくっていただいて販売しています。自動
販売機の販売比率が約 80％を占めているので、ダイドー
ドリンコは自動販売機が中心の会社と覚えていただけれ
ばと思います。業界平均では自動販売機の販売比率がだ
いたい 30％ですので、いかに当社の販売比率が高いかが
お分かりいただけると思います。
　ちなみに、「ダイドードリン“ク”じゃないの？」とよく
言われますが、ダイドードリン“コ”です。ダイドードリ
ンコは、“ダイナミックに活躍する、ドリンク仲間”という
意味です。

緑の募金自動販売機を設置

　当社の販売の中心となっている自動販売機には、いく
つか特徴があります。
　当社が業界初と言われているもので、自動販売機で商
品を買ったらルーレットが回る当たりつき、ということが
あります。「なかなか当たらないよ」という方もおられるか
もしれませんが、是非チャレンジしていただければと思い
ます。
　方言等のおしゃべりをする自動販売機をいろいろと設
置していて、例えば関西弁の自動販売機で商品を買うと、

「毎度」とか「おおきに」とかしゃべりますし、クリスマス
に「メリークリスマス」としゃべったりする機能がついて
います。このように自動販売機にはいろんな言葉を吹き込

緑の募金 協力企業報告 ①
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めるので、「その機能を使って何かできないか」といった
ご提案があれば、一緒に考えていきたいと思います。
　また、風力発電に協賛していることから、グリーン電力
証書のシールも貼らせていただいています。
　そして、当社は募金自販機を最初に始めた会社として
も認知されています。緑の募金自動販売機は、商品を買
うときに緑の募金ができる自動販売機です。

● 累計募金額は1億円超

　緑の募金自動販売機のスキームは、図1の通りです。「緑
の募金自販機を置いてもいいかな」という自動販売機の
設置先のオーナー様と設置契約をして自動販売機を設置
させていただき、売上げの一部を募金させていただいて
います。オーナー様には設置先の手数料をお支払するの
ですが、当社だけでなく募金先のオーナー様からも募金
をいただき、それを一緒にして国土緑化推進機構に寄付
をしています。この募金は、お客様が商品を買っていた
だいた一部ですので、当然、お客様の意思が見える形で
届くというふうにしています。
　2001 年 10 月10日に緑の募金自動販売機での募金を始
めてから、累計募金額は 1 億 3774 万 1348 円（2018 年 1
月 22日現在。都道府県緑化推進委員会への募金を除く）
となっています。この募金は、当社がしているというより
も、お客様の意思が伝わる、つながっているというふうに
考えていただければと思います。

● 自動販売機をつかって森林地域に恩返しを

　緑の募金自動販売機が生まれた経緯を、簡単に説明さ
せていただきます。
　ダイドードリンコは、森で育まれた美味しい水、綺麗
な水で飲料を製造しています。当社は無香料にこだわっ
ているため、美味しい水がないと美味しい飲料は出来ま
せん。そういうことから、森を大切に
したいのです。また自動販売機自体も、
東京などの都心部には少なく、結構ロ
ーカルエリアというと失礼ですが、森
林が豊かなところでの設置が多いの
です。
　そうした森林や、森林が豊かな地
域に、なんとか自動販売機を通じて恩
返しができないか。いろいろ考えた中
から、「自動販売機を緑の募金箱にし
たらどうか。自動販売機で商品を買う
と募金ができる仕組みなら、お客様

も気軽に募金ができるし、喜んでいただけるのでは」と
いうアイデアが出てきて、「森林の育成に興味のある団体
様、オーナー様に提案してみよう」ということになりまし
た。そうしたことで、皆様にお世話になりながら、現在で
は 3000 台以上を全国で展開させています。設置に協力
いただいている方々には、この場を借りて、あらためて御
礼申し上げたいと思います。

ダイドードリンコの緑化推進活動

　ここからは、2001 年の緑の募金開始以降の当社の緑化
推進活動について、簡単にご報告させていただきます。

● 富士山記念植樹への参加

　2002 年には、国土緑化推進機構が実施された富士山
の記念植樹に、有志社員とその家族で参加をさせていた
だきました。本日も後列に座っております齋藤和男・現東
京営業部長は、緑の募金自動販売機をいろいろな団体様
にご紹介させていただき台数を増やしていった当事者で

 図１　緑の募金自動販売機のスキーム

緑の募金

自販機設置オーナー
緑の募金自販機

ダイドードリンコ
株式会社

募金 募金

販売手数料

設置・契約

売上げの
一部

売上げの
一部

富士山での記念植樹（右が齋藤部長）
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す。当社にとって緑の募金自動販売機の育ての親のよう
な存在で、この活動にも参加しております。

● 長野県朝日村と里山契約を締結しての森林整備活動

　また 2003 年から、長野県の朝日村という人口が１万人
もいない村と里山契約を締結しています。村長をはじめ
として、村の皆様には大変良くしていただいており、基
金の提供だけではなく、「ダイドードリンコ プライムの森」
という名前をつけて社員による森林整備活動も行っており、
私もよく参加をしています。

　汗を流しながら、実体験を通して森の大切さを学んで
いこうという活動で、15 年以上継続しています。

● 親子間伐材工作教室

　また朝日村では、実際の森林整備だけではなく、地元
の親子を招待しての「親子間伐材工作教室」も開催して
います。当社社員も含めて、だんだんと森林整備をする
方の年齢が上がっていることもあって、「もっと若い人に
興味を持ってもらいたい。間伐材を使って地元の親子に
何か森に親しんでもらう機会が与えられないか」というこ
とで提案させていただいたもので、村の施設を無償でお
借りし、コースターやバターナイフ、箸などを、親子の共
同作業でつくっていただき、森に接する機会を創出すると
いう活動です。
　ダイドードリンコの社員も一緒になって活動を支援させ
ていただいています。やはり自分たちでつくるという活動
は子どもたちも喜んでくれていて、記念撮影では皆様に
笑顔をいただけるのは嬉しいことです。

● 新入社員森林体験

　最近の若い人は、なかなか森に入る経験がありません。
そこで当社では、これまでは本社や事務所の中で行って
いた新入社員研修を、長野県の地産地消材によるログハ
ウスに宿泊し、そこで森林整備体験などをしてもらう予
定にしています。そうすることで、当社の方でも世代の引
き継ぎをしていきたいと考えています。

「社会」「お客様」「人」「次代」を
ブレンドさせるための好循環を

　最後に、緑の募金とボランティア活動に期待したいこ
とをまとめましたので、簡単に説明させていただきます。
　冒頭にご紹介しましたグループ理念の下にグループビ
ジョンがあり、「お客様と共に」「社会と共に」「次代と共に」

「人と共に」それぞれでの活動を具現化していこうとして
います。こうしたことから緑の募金と連携するとなにがで
きるのかを考え、それが好循環していくイメージを図２の
ようにまとめてみました。やはり、緑の募金の参加体験を
通じて、それを連動させていきたいということです。
　「社会と共に」に関しては、お世話になっている緑の募
金の自動販売機を地域社会にもっと増やし、「お客様と共
に」に関しては、その地域社会のお客様から募金をもっ
といただき、「人と共に」に関しては、その募金を大切な
森を皆で育むための資金にして、実際に人と共に森に入親子間伐材工作教室

長野県朝日村での社員による森林整備活動
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って活動していこう、ということです。そして「次代と共に」
ということで、当社では親子間伐材工作教室を行ってい
ますが、子どもたちに森を引き継ぐような活動をもっと進
めていきたいと思っています。そうすることによって、ま
た自動販売機が増え、募金が増えるといった良い循環が
出来るのではないかと考えています。
　当社では“Blend is Beautiful”と言い、世界の各地か
ら厳選した豆を上手くブレンドして美味しいコーヒーをつ
くっていこうとしています。それと同じように、やはり「社
会」「お客様」「人」「次代」が上手くブレンドされることで、
素晴らしい社会ができるのだと思います。そのためにも、
当社としてはこういう好循環を作り出していきたいと考え
ています。
　緑の募金自動販売機で当社飲料を購入していただくお
客様は当然、緑の募金に賛同いただいたお客様です。特
に当社は国内で飲料販売をしているので、お預かりした
大切な募金を、まずは国内の森林整備にご活用いただき
たいと考えています。さらに、子どもたちを含む地域の
方々が参加する植樹などの森林整備活動、各種イベント
と共に、次代に豊かな森を引き継いでいくための資金とし
て、もっと有効活用していただければありがたいと思いま
す。今日ご参加されている方々は当社より進んだ活動を
されていると思いますが、当社としても、そこに少しでも
ご支援できるのではないかと考えています。

 図 2　「緑の募金」参加・体験の好循環イメージ

地域社会の
募金自販機で

社会と共に

子どもたちに
森を引き継ぐ

次代と共に

お客様から
募金を集め

お客様と共に

大切な森を
みんなで育み

人と共に
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株式会社 ローソン

● 発 表 者

仙田 靖男
（株式会社ローソン 事業サポート本部 環境社会共生・地域連携推進部）

ローソングループの企業理念は「私たちは
“みんなと暮らすマチ”を幸せにします。」

　ローソンは 1975 年に設立して、間もなく45 年、あと５
年経つと50 周年となります。従業員はグループで 9403 名、
ローソン単体ですと約 4500 名です。ご承知の通り、ロー
ソンは FC ビジネスですので、オーナーやクルーをあわせ
ると、大体 17 万人が一緒に仕事をしていることになります。
　グループの企業理念は「私たちは“みんなと暮らすマ
チ”を幸せにします。」です。私たちはマチの問題を解決
し、様々な要望にお応えすることでマチに暮らす人々をつ
なぎ、一人ひとりに笑顔が浮かぶマチづくりをすることで、
マチの暮らしにとってはなくてはならない存在になること
を目指しています。
　またグループとして環境方針を立てており、その基本
理念は、「私たちローソングループは、豊かな地球の恵み
を次世代へ引き継ぐため、常に環境に配慮した事業活動
を行うとともに地域社会との共生と持続可能な発展に向
けて積極的に行動します。」としています。具体的には「① 
低炭素社会の構築に向けて」「② 商品・サービス等の開
発における配慮」「③ 社会貢献活動への積極的な参画」

「④ 継続的な改善の実施」「⑤ 法令等の遵守」「⑥ コミ
ュニケーションの推進」という6 項目をもとに環境保全・
社会貢献活動に取り組んでいます。また、先程ダイドー
ドリンコさんの発表にもありました通り、ローソングルー
プとしても SDGs（持続可能な開発目標）の 17 の目標に
一生懸命取り組んでいる最中です。
　ローソンでは募金活動を 1992 年から開始し、2013 年
6 月から、募金の名称を包括的な「ローソングループ“マ
チの幸せ”募金」とし、「緑」と「子ども」を支援する４

つの公益団体に寄付しています。現在までで本部寄付金
なども含め約 90 億 5000 万円の寄付金が集まっています。
　４つの公益団体とは、「ローソンの緑の募金」（公益社
団法人 国土緑化推進機構）、東北の復興支援から産まれ
た次世代リーダーの育成を目指す「TOMODACHI 募金」

（公益財団法人 米日カウンシル─ジャパン）、東日本大震
災で被災した学生を支援する奨学金制度の「夢を応援
基金（東日本大震災奨学金制度）」（公益社団法人 Civic 
Force）、それから、ひとり親家庭のお子さんを支援する
奨学金制度で「夢を応援基金（ひとり親家庭支援奨学金
制度）」（一般財団法人 全国母子寡婦福祉団体協議会）
です。そのうち「ローソン緑の募金」に対しては、累計
で約 40 億 7000 万円を寄付しています。

「ローソン緑の募金」による助成事業

　「ローソン緑の募金」は、学校緑化で年間 60 校、一般
公募関連で 20 件、これまでの累計で約 1370 件の活動を
助成、支援しており、私たちも参加しながら活動を行っ
ています。その中から、私自身が参加した事例をいくつ
かご紹介します。

● 「げんきの森づくりと森の学習」

　「げんきの森づくりと森の学習」は、北海道の NPO 法
人 森林遊びサポートセンターの皆様と一緒に実施させて
いただいている事業です。自然や森林を大切にする心を
育むことを目的として、札幌市立藤の沢小学校の学校林
を活用して、「げんきの森づくりと森や木々の学習」を継
続して実施しています。
　具体的には、毎年、地拵えを 5 年生が、植樹を 2 年生

緑の募金 協力企業報告 ②
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が行うということで、卒業までには必ず全員が森林整備
を経験するという内容です。指導は、森林遊びサポート
センターの方々が行っています。写真のとおり、エゾヤマ
ザクラの苗は結構大きいのですが、これを２年生の皆さ
んが運んで植樹をします。我々は付き添いながらお手伝
いをする感じです。苗木が倒れないように、支柱もつく
って支えます。実は去年、シカの被害もずいぶんあって、
今年は防御柵もつくりました。

● 「活樹祭～森が海を育む～ in 階上町」

　「活樹祭～森が海を育む～ in 階上町」（三八みらいの
森づくり協議会）は、今年はじめて参加させていただき
ました。
　地元の３つの小学校から５・６年生が集まり、三八地
方森林組合の方たちの指導のもと、まずは田代学校林で
間伐を体験し、それから海に行って森の恵みについて説
明を受け、最後は座学で１日を振り返り地域資源と森林
を考えるという出前授業になっています。その中で、木材
でつくった鉛筆を配ったりもしていて、非常に楽しく学べ
る林業体験プログラムになっていると思いました。

● 学校緑化事業（環境緑化モデル事業）

　学校緑化事業（環境緑化モデル事業）は、（公社）国
土緑化推進機構にご協力いただき、各県の緑化推進機構
に窓口となっていただいて学校を募集し、最終的には 60
校に絞って実施している事業です。内容については、木々
の植樹はもちろん、それ以外にも既存の木々の手入れや
整備、ビオトープの整備などを実施していただいています。
　例えば、写真は東京都中野区立中野本郷小学校です
が、この学校には立派なグリーンガーデンがあり、学年ご
とに核となる作物の栽培をとおして理科の実験で使用し
たり、給食の食材に活用するなどの取り組みを実施して
います。支援した学校には式典を実施していただき、児
童たちに実際に植栽をしてもらうなどしています。

● 「活樹祭～親子森林教室 in小菅村2017」

　最後に、昨年初めて活動した事例ですが、「活樹祭～
親子森林教室 in 小菅村 2017」は、NPO 法人樹木・環
境ネットワーク協会や地元の NPO 法人多摩源流こすげ、
そして（公社）国土緑化推進機構の皆様のご協力によっ
て、ひとり親家庭の母子（総勢 27 名）を対象とした、森
林体験を通じた一泊二日の環境教育プログラムを、山梨
県小菅村のキャンプ場で実施しました。
　初日は、まずは間伐体験の予定でしたが、当日は雨で

「げんきの森づくりと森の学習」（エゾヤマザクラの苗木を運ぶ2年生）

「活樹祭～森が海を育む～ in 階上町」

学校緑化事業（環境緑化モデル事業）　
中野区立中野本郷小学校での児童による記念植栽とグリーンガーデン
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したので、今回は NPO 法人多摩源流こすげの方に伐っ
ていただいた木をみんなで運び、自分の好きな枝を切っ
て、自分たちでスプーンをつくってもらいました。
　２日目は、「実は小菅村は多摩川の源流域で、東京や神
奈川で生活している人々が利用している水が生まれる場
所だ」ということ、また「森と水の大切さ」「どうやって
森を守るのか」を事前に伝えた上で、源流体験をしても
らいました。非常に流れに勢いのある沢だったのですが、
そこをずぶ濡れになりながら楽しく登りました。最後にア
ンケートを取りましたが、やはり子どもたちは源流体験が
一番楽しかったようです。

「子ども」と「緑」をキーワードに
今後も活動を継続・拡大

　最後に、弊社の事業方針と、NPO 団体への要望・期
待としては、次の通りです。
＜ローソンとしての事業方針＞
① 「子ども」と「緑」をキーワードにした緑化事業の展
開

② 加盟店オーナー、ローソン社員参加型の事業
③ 地元自治体、地域住民、地域の学校との連携事業
④ 活樹祭の継続、拡大
＜ＮＰＯへの要望・期待＞
① 森林ESDへの取り組み推進 … 将来を担う子どもた
ち体験型の環境教育の実践の場を提供・学校林の整
備、緑の少年団の参加

② 地元自治体、地域住民との連携強化 … 地域からの
一般募集実施、親子参加型

③ 事業参加者へ体験を通じた森林・環境保全に関する
知識教育

④ 子どもたちにとっても魅力的な活動（自然体験・間
伐材工作等）

　要望・期待の①については、現在、学校林を持ってい
る小学校が 1642 校ありますが、実際に活動されているの
はそのうち 35％しかないと聞いています。今回紹介させ
ていただいた事例にも近いものがあったと思いますが、緑
の少年団も含めて、森林分野での教育の一環として、我々
も一緒に活動できればと思っています。
　②については、現状でもほとんどの活動で行っていま
すが、もっと幅広い方とさらに連携していきたいと思って
います。
　③④については、弊社の方針にもあるように、「子ども」
と「緑」をキーワードに、これまでにも行ってきている活

樹祭の継続、拡大をしていきたいと考えています。地域
の学校との連携事業に関しては、加盟店オーナー 5500
人と、ローソン従業員 4500 人がいますので、我々も気軽
に参加できるような事業に参加させていただきたいと考え
ています。
　今回紹介させていただいた事業以外でも、たくさんの
団体の皆様にお世話になっています。これらの事業は全
て、この会場におられる団体様のご協力なくしては出来
ない事業ばかりです。これからも微力ながら、少しでもお
役に立つように頑張りますので、引き続きよろしくお願い
いたします。

活樹祭～親子森林教室 in小菅村2017
間伐材によるスプーンづくり（上）と源流体験（下）



13

なにをして過ごしても森づくりにつながる
「月に一度は森づくり！」

● 苫東・和みの森のコンセプトは
　「森のコミュニティ・センター」　
　本日は、ただの主婦であった私が、10 年前に子育てを
通じて苫東・和みの森に出会い、ここにやってくるまでの
話を交えつつ、苫東・和みの森の森づくり活動について
お話させていただきます。
　苫東・和みの森は、千歳空港から車で 30 分、北海道
苫小牧市の工業団地に隣接する 2007 年の全国植樹祭の
跡地です。その跡地の森を守り育てていくこと、上手く
利活用していくことを目的に、翌 2008 年、土地の所有者
である行政や企業、森を利用したいボランティア団体等
が集まり、「苫東・和みの森運営協議会」が発足しました。
事務局は、当時、苫小牧市内に広大な裏山を持っている
幼稚園があり、そこの森で幼児から小学生までを対象に
した自然体験活動を展開していた、NPO 法人いぶり自然
学校が担うことになりました。
　運営協議会は、「本格的な森林整備を行うことも大切
だが、この苫東・和みの森は、全国植樹祭という多くの
人々のつながりから生まれたところであり、その息吹を活
かして、普段の生活の中では出会うはずのない人同士で
も、“森”というキーワードを通じてつながることが出来る。
また、やってきたいろいろな人々が、それぞれ自分たちが
楽しいと思える方向で森に関わることが出来る場所にし
ていこう」と、「森のコミュニティ・センター」というコン
セプトを掲げ、「月に一度は森づくり！」という活動を始動
しました。

● 森づくりのために人を集めるのではなく
　森で過ごしたい人の場づくりの手段としての森づくり　
　「月に一度は森づくり！」（参加費：大人 500 円、小人
300 円）は、森のお手入れと称して、森の中で遊んだり、
美味しいものを食べたり、ものづくりを楽しんだり、各々
が休日を森の中で過ごす 1日です。
　「森づくりはこうやるべきだ」と固めたメニューを用意
すると、専門性も高まり、森の整備も効率よく進んでいき
ますが、参加の敷居が高くなってしまいます。苫東・和
みの森は、森に来るのは初めてという方にたくさん来てほ
しかったので、森づくりのために人を集めるのではなくて、
森で過ごしたい人たちの場づくりの手段として森づくりを
利用するというやり方にしました。

● 「森のようちえん」が子育て層にジャストマッチ

　事務局は、参加者がやってきて、楽しむきっかけにな
るような活動メニューをいくつか用意しました。その中に、
森林整備という言葉から一番遠い所にいると思われた子
育て層にターゲットを絞って、子育て層が参加しやすいよ
うに、「森のようちえん」を取り入れました。森の中で薪
割りという遊びに没頭したり、「秘密基地をつくろう」と
言って、森の中の枯れた木をどんどん出してきてそれを
柱にして基地をつくったり、子どもたちが森の中で走り回
るたびに下草が目一杯踏みしめられたり。そんなふうに、
子どもたちが森の中で遊べば遊ぶほど、森の手入れがさ
れていくという仕組みを、「森のようちえん」としてつくり
ました。
　この「森のようちえん」は、子どもの自然体験という側
面から森に興味は持っているものの、自分たちだけでは

緑のボランティア 活動事例報告 ①

● 報 告 者

二瓶 奈津香
（自然体験活動指導者ネットワークえんりっと）

森づくり
×コミュニティづくり
苫東・和みの森の挑戦
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森に行ってもどうしたらよいかわからないというような子
育て層に上手くマッチしました。子どもの自然体験の入
り口を見つけにやってきた親子たちは、子どもたちが森
の中を転げ回って遊んで、木に登って、秘密基地をつく
って、季節の森の恵を食べたりして過ごします。子ども
たちは大人たちに教わったり真似をしたりして、ノコギリ
やマサカリ、ドリルなども上手く使いこなせるようになり、
焚き火も起こせるようになり、遊びの中でどんどんいろん
なことが出来るようになっていくことに大喜びでした。ま
た、子どもに体験をさせたくて集まってきたお父さんお母
さんたち自身も、子どもたちの様子を眺めたり焚き火の番
をしながらおしゃべりを楽しんだり、薪棚をつくるおじさ
んの作業を手伝いながら道具の使い方を教わったり、そ
れぞれ自分の楽しみ方を子どもとは別に見つけて過ごす
ことができ、そのことが、ただ我が子の付き添いで森に
来るのではなく、お父さんお母さん自身が「また森に来た
い」と思うことにつながっていきました。

● 口コミで参加者が増え、リピーターも獲得

　その他の活動メニューも、それぞれが休んだり遊んだ
り、食べたりおしゃべりをしたりしています。ただ、焚き
火でなにか炙って食べるためには枯損木を運び出してき
て、割って薪にする作業が必要ですし、クラフトを楽しむ
ためには、まず間伐作業を手伝って材料を入手しなくて
はなりません。「森のようちえん」と同じように、なにをし
て過ごしても小さな森づくりにつながるという仕組みにな
っています。
　森にやってきた参加者たちは、お友だちや親戚にも声
を掛けて誘ってくれるようになり、その口コミにより、参
加者はどんどん増えていきました。最初は 10 名ほどしか
集まらないこともあったのですが、いまは平均すると 30
～ 40 名ぐらい、多い時は 70 ～ 80 名が集まるようになっ
ています。素人ではありますが、たくさんの手が定期的に
入ることで、下草は刈らずとも固く踏みしめられ、かかり
木や枯損木が森の中からどんどん運び出され、風通しが
良い光の差す空間が、少しずつ広がっていきました。森
づくりの活動メニューの１つとして続けてきた、半割の丸
太をつくってつなげる木道づくりも、10 年の歳月をかけて
昨年、スタート地点からゴール地点へと到達しました。
　ただ楽しいだけでなく、「自分たちの遊ぶ森を自分たち
でつくっている」「自分たちがささやかながら森づくりに
貢献できている」という気持ちになれることが、参加者同
士の一致団結やモチベーションの向上につながり、リピー
ター獲得に結びついていったように感じています。さらに美味しいものを食べるのもDIYの練習をするのも、その燃料や素材は森から。

なにを楽しむにしても、それが森づくりにつながる

子どもが森のなかで遊べば遊ぶほど森の手入れがされていく
「森のようちえん」
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　緑のボランティア 活動事例報告 ①
　森づくり×コミュニティづくり  苫東・和みの森の挑戦

は、「森のようちえん」を取り入れ、子育て層をターゲッ
トにした中で、参加している子どもたちが大きくなって森
遊びを卒業したとしても、新たに次の年頃の幼児たちが
やってきて、毎年少しずつ世代交代を繰り返して続けて
いくというのも、ここでの活動の特徴と言えます。これは
参加者の口コミのほか、事務局を担っている、いぶり自然
学校が、森遊び体験を展開している市内の街中の幼稚園
で、毎年新しく入ってくる園児とその家族へ、「こっちの
森へも遊びにおいでよ」と、上手くアプローチ出来ている
ことも１つの理由となっています。

参加者から運営側へ
新たな協力団体として活動を開始

●  子育て主婦から有償ボランティアスタッフに

　「月に一度は森づくり！」に参加者が増え、その活動が
大きくなっていくのを運営事務局がどのように支えていっ
たかというと、実はその規模自体は小さなもので、会の
発足当時からほぼ変わっていません。毎回の「月に一度
は森づくり！」の活動にあたって、事務局は参加者が楽し
むきっかけになるようなメニューをいくつか用意しますが、
基本的には最低限必要な場所と道具の準備をして、当日
の安全管理を行うのみです。活動当日は、事務局が先導
はするものの、そこから先は、参加者に手も口もたくさん
動かしてもらって、参加者自身が活動をつくり上げていく
ような進め方をしています。そうすることで、１から 10 ま
での全てを事務局が担う必要はなく、負担は小さく済ん
でいます。
　そして、このように参加者が主体的に関わっていく仕
組みで活動を続けていったところ、やがてそれぞれの活
動を積極的に引っ張ってくれるリーダー的な人が現れてき
たり、苫東・和みの森の活動に賛同、協働してくれるよう
な人や団体が生まれはじめ、運営を周りからサポートして
くれるようになりました。その１人が、森とは全く縁がな
く生きてきた子育て中の主婦であった私です。
　私は 10 年前、当時いぶり自然学校が子どもの自然体験
を展開していた広大な裏山を持つ幼稚園に我が子を通わ
せていました。私自身は、自然や森の中での経験はまる
っきりなくて、ただ最初は、英語や体操を習わせるような
感覚で子どもを森遊び体験に参加させていました。子ど
もは毎回草まみれ、泥まみれで下着までドロッドロ。でも、
ものすごく笑顔で帰ってくるのを見て、「子どもにはやはり
自然体験が必要だ」と思っていた時に、いぶり自然学校

から「苫東・和みの森というところで、月に一度は森づくり！
という活動が始まるから、どうですか」というお誘いを受
けて、第１回の活動に参加しました。
　「月に一度は森づくり！」は、森づくりという目指すもの
があり、子どもが遊びを通じていろいろな作業体験を出
来るということがとても魅力的でした。小さな子どもから、
おじいちゃんおばあちゃんまで、森で出会ったいろいろな
人たちと関わり合いながら、ここで初めての体験を積み
重ね、さまざまなことができるようになっていく様子を見
て、「これは間違いなく子どもの力を育てるものだ」と感
じました。
　そうして私は、「月に一度は森づくり！」の活動に親
子ではまり込み、熱心に通いつめました。その後、私の
熱烈さが届いたのか、事務局からお声がけをいただい
て、有償の事務局ボランティアスタッフになりました。プ
ログラムでの情報発信、活動募集・集約、会員名簿の管
理、報告書の作成など、パソコンがあれば在宅でも、子
どもがいても、隙間時間を利用して出来る作業をしており
ました。当時私は、０歳、２歳、４歳の子どもがいて、「子
どもを預けて働く場」か「育児に専念」かの選択に悩ん
でいるところでしたので、時間や場所に縛られず、家で
好きな時に作業が出来たり、森での活動の時や打ち合わ
せの時に子どもを連れてきてもOK というこのスタンスは、
とても画期的でありがたかったです。

● 森×子育てをもっと面白く展開できるのではと
　子育て中のお母さんによる団体「えんりっと」設立

　その後、２年ほど事務局のボランティアスタッフとし
て「月に一度は森づくり！」に関わっていたのですが、そ
の間に森にやってくるお母さんの中に、私と同じように仕
事と子育ての間で悩んでいる方が何人かいることを知り、
その森で出会った同じ悩みを持つお母さん同士で、「この
子連れで働くっていうスタイルを、なにか面白くできない
かな」と、ぼんやり考えていました。そんな時にちょうど、
市内で自然体験指導者養成講習があり、この何人かのお
母さんたちと受講しました。自分の子育てに役立ちそうだ
と思って受講したのですが、その資格を取得したことが、
私たちの１つの大きな転機になりました。
　資格を取得後、「この指導者資格を、せっかくだから苫
東・和みの森でなにか活かしたいね」という何気ない話
から、「いま持っている私たちのポテンシャル、例えば自
然体験指導者活動資格があって、森のお手入れや枯損木
を活用したクラフトのアイデア、苫東・和みの森という空
間素材、そして森の中で何年も過ごしてきた私たちだか
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らこそ伝えられる力、それらを活かして、これまで自分た
ちが楽しんできた自然体験を、これからは教える側、伝
える側になって、まだ森と出会っていない地域の住人が
森と出会うきっかけをつくる活動をつくっていこう。もち
ろん、小さな子どもを横に連れて活動するお母さんスタ
ッフとして」という感じで盛り上がり、苫東・和みの森運
営協議会に協働していく団体として、“自然体験活動指導
者ネットワークえんりっと”を立ち上げることにしました。
当初、苫東・和みの森が森林整備から一番遠いところに
いる子育て層にアプローチしてきたことを引き継いで、子
育て真っ只中である私たちが、森×子育てをもっと面白く
展開していけるのではないかと思い立ったわけです。

● 自分たちの実体験から、森の良さ、面白さを発信

　「えんりっと」を立ち上げて、まずは苫東・和みの森を
知ってもらう宣伝活動として、森の循環や森のお手入れ
の必要性や森を知ってもらうお話をしつつ、苫東・和み
の森のお手入れからでた木の枝を使って工作をする出前
授業を企画し、市内の小中学校の「学校親子レクリエー
ション」に提案しました。これが上手く隙間ビジネスとし
て、市内にたくさんいた学級レクリエーションのネタに悩
んでいる学級やお母さんたちの要望にマッチしました。ま

た、新しいレクリエーションのネタに悩んでいる子供会や
町内会、市内の企業の顧客サービスイベントなどからも
声が掛かるようになりました。
　私たち「えんりっと」は、自分たちが子育て中のお母さ
んなので、参加する親子側の目線や気持ちがよく分かる
というのが強みです。参加する親子、特にお母さんの、「こ
れっていいね」をキャッチするのが得意です。そこを上
手く利用したクラフトでお母さんの懐に入り込んで、そこ
で森の面白さ、森の良さを自分たちの実体験から思いを
込めて伝えることができます。
　すると、狙い通りに出前授業をきっかけに森に興味を
持ってくれる人が出てきました。そういった方々には、「月
に一度は森づくり！」の活動をご案内しています。そんな
中で、「仲間内だけで遊びに行ってみたけれど、どうした
ら良いかわからなかった。サポートしてほしい」という声
も出てきました。私たちはその声に応えて、そうしたグル
ープのために、森で楽しく過ごすピクニック企画を立て、
当日は森の中に快適なピクニック準備を整えて出迎え、森
をガイドしたり、遊び方を提案したりするという活動もは
じめました。

● 100人以上を対象としたプログラム提供も可能に

　「えんりっと」が苫東・和みの森の活動を盛り立てて行
く一方で、現在、苫東・和みの森事務局は、私のあとの
３代目のお母さんがボランティアスタッフとして切り盛り
しています。また、「月に一度は森づくり！」の活動から
新たに「えんりっと」に加わったお母さんもいますし、「森
の中に自主保育の会をつくりたい」と動き始めている方も
います。
　「森林整備はあまり分からないけれど大工仕事なら得意
です」「子どもの相手なら任せてください」とか、自分の
得意なもので苫東・和みの森に協力してくれる人たちも
何人もいます。その結果、苫東・和みの森は、協働して
くれる団体や個人が集まって力を合わせることで、数年
前からは大型の教育旅行団体や、150 人くらいの修学旅
行生を受け入れての森づくり体験プログラムの提供を成
功させています。

「森のコミュニティセンター」の仕組みで
森だけではなく人も育つ

　苫東・和みの森運営協議会は、「運営の組織を大きく
すると、安定はするが、組織維持に手間やコストが掛かっ
てしまい、本来やりたい事業に掛けるべき時間や労力が森の手入から出る小枝などの「森のかけら」を使ったクラフトで、市内小中学

校の「親子学級レク」町内会・子供会のレクなどへ出前授業
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　森づくり×コミュニティづくり  苫東・和みの森の挑戦

奪われてしまう。組織を大きくしていくのではなくて、必
要に応じて周りにいる協力者たちとその場面ごとに繋が
って、共同するやり方が互いに個々の強みを活かせる」
と考えています。
　苫東・和みの森は、森づくりのために人を集めるので
はなく、森で過ごしたい人たちの場づくり・コミュニティ
づくりの方法として、森づくりを利用してきました。森づ
くりを通じて、「人と森、人と人のつながるコミュニティセ
ンター」のような場所を目指してきたら、これまで森に縁
のなかった人が集まって、新たな出会いの中で化学反応
が起き、新しい視点での森への関わり方が生まれ、小さ
なコミュニティビジネスが生まれたり、運営協議会を周り
から囲んで協力してくれる人材を得ることができたり、と
繋がっていきました。苫東・和みの森では、森づくりを通
じて森だけではなく、人も育ってきていると感じています。
　森×子育てをキーワードに活動を続けて、「えんりっと」
は今年で活動６年目に入りました。出前授業や、そこか
ら森へ行ってみたい人をサポートする活動を続けていた
ら、今度は豊かな森林を持つ隣町の教育委員会が私たち
の活動に興味を持ってくれました。そこで一昨年から、こ
の隣町の町有林を親子が楽しむ場所にすることを目指し
て、親子森遊びの生涯学習講座の企画・指導の仕事をい
ただいています。また昨年からは、これまで森に縁がな
かった子どもというところを掘り下げ、障害を抱える子ど
もたちへのアプローチを始めたところです。まだ森と出会
っていない子どもと森をつなぐということは、ニッチでは
ありますが間違いなく需要があると感じています。
　インドアに育ち、森からものすごく遠いところで生きて
きた、ただの子育て主婦だった私が、０歳の末っ子をお
んぶして、２歳の娘と４歳の息子の手を引いて、初めて
苫東・和みの森に行ってから 10 年が経ちました。そこで
森が与えてくれる恩恵を知り、たくさんの人に出会って学
び、豊かな時間を過ごし、私なりの森との関わり方を見つ
けました。さらには、仲間たちと一緒に森を発信する、森
をつなぐという、ささやかながらも自分たちが活躍できる
場をつくり出し、とうとうこのような場所でお話しをさせ
てもらうところまでやってきました。私は、森林整備の専
門的なことや難しいことは分かりませんし、出来ません。
そうしたところは専門家や得意な方に頼りながら、私自身
は、森に縁がなかった人たちが森にやって来るきっかけ
をつくるという立場から、今後も苫東・和みの森づくりに
関わっていくつもりです。
　森と出会う人が増えれば、森のために出来ることが増
えていきます。様々な人が森とつながることで、様々な方

向から新しい視点での森づくりがなされていくと考えてい
ます。そうなっていく中で、10 ～ 20 年後の苫東・和みの
森がどうなっていくのか、運営協議会も周りを取り囲んで
いる私たちも、とても楽しみにしています。苫東・和みの
森のこの 10 年の歩みが、どこかの活動の参考になるので
あれば光栄です。
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茨城県の平地林が抱える課題と
「私たちができること」

　私たち「NPO 環～ WA」は、都道府県別の人気最下
位の茨城県のど真ん中、茨城県東茨城郡茨城町という３
つの茨城がつく茨城町で活動しています。この茨城町は、
2015 年にラムサール条約に登録され、しじみで有名な汽
水湖「涸沼（ひぬま）」がある町です。
　茨城町の山林は、99.9％が個人所有の民有林です。残
りの 0.1％は「世代が変わって遺産相続もしたくない。だ
から町が引き取ってよ」という部分ですから、ほとんどが
個人所有です。また、そういった個人所有の山林の中でも、
町指定や県指定の緑地があったりします。私たちのフィ
ールドは、そういった個人所有の民有林、また町指定の
史跡「小幡城」や県指定の緑地である「矢連緑地環境
保全地域」なども合わせての６ha です。涸沼への流入河
川流域で、いわゆる平地林や農地がたくさんある場所です。
　元々山林だったところを、少しずつ開拓して農地にし
ていった長い歴史があるのですが、農地は人間と森の間
にあって、人間の命をつなぐ場所です。こういった山林と

農地をどう継承していくかが、私たちがフィールドを持っ
ている茨城県の大きな課題です。なので私たちも、「森」「農
地」「水辺」での取り組みを、保全と人づくりといったテ
ーマで進めています。
　私は、何百年も続く農家の生まれです。両親は、山に
入って整備をしたりということも 30 年程前まではしてい
ました。私の４姉妹の一番上の姉が旦那さんと農家を継
いてくれたのですが、飼料や肥料は購入するという現代
農業のスタイルになり、山から資源や資材を採ることをし
なくなりました。周辺地域もほとんどが、それに近い農業
のスタイルです。そして、私の父の時代は集落に 23 軒の
専業農家があったのですが、いまはたったの２軒しかあり
ません。
　このように、「農地・暮らしと山林の循環が消滅」した
ことによって、「過去数十年の管理放置による荒廃」が
引き起こっています。つまり山に人が入っていませんから、

「山林整備技術継承の消滅」が起こっています。親が山
に行っていませんから、子の世代、孫の世代にも継承さ
れていません。山には入らなければそれを守ろうと意識
するはずもなく、「自然資源継承の意識低下」も起こって
います。これは、皆さんが思うよりもずっと深刻な課題です。
　一方で、近年台頭してきているのが大型の太陽光発電

（メガソーラー）で、電気を売るために大規模に森林を伐
採しています。それによって、確かに「一世代分の現金
収入」「山林管理責任からの開放」という短期的な利益を
得ることができますから、業者は「これで山主さんたちも
大喜びです」と言っています。しかし、山林が一度壊滅
してしまったら、それを戻すには大変な労力がかかって
しまうのです。
　そうした状況の中、私たちに出来ることとして非常に

緑のボランティア 活動事例報告 ②

● 報 告 者

大和 文子
（NPO環～WA 代表理事）

森づくり×企業や地域、
学校、行政との連携を
通じた取り組み

平地林と農地が多い「NPO環～WA」の里山フィールド
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重要だと思っているのは、「経済社会の仕組み・方向性は、
いまのままでいいんだろうか…」というところに切り込ん
でいくことです。おそらく、「森林保全をしましょう。ボラ
ンティアでなんとかやりましょう」では、日本は変わって
いきません。私は以前、環境コンサルの仕事をしていた
のですが、このことはいろんな意味で直に感じていたとこ
ろです。

「NPO 環～ WA」の活動

● 「NPO環～WA」の３つの目的と４つの目標

　「NPO 環～ WA」の設立は 2013 年 4 月で、今年 5 年
目になります。
　団体の目的は次の３つです。
目的①　生態系の調和を保ち低炭素な暮らし方を見出す
目的②  地域を守り育てる人材を育成する
目的③  持続可能な循環型地域社会に寄与する
　まぁきれいな言葉を並べていて、非常に難しく、広域
でとても遠いように見えますが、足元からコツコツとやっ
ていくことが大事ですし、きっとそこからしか前に進んで
いくことはできません。一人ひとりのこういった積み重ね
が、いつしか波をつくるように社会を変えていくのではな
いかと信じて、いろんな取り組みをしています。
　目標は次の４つです。
① 里山を再生する
　もうほとんど行われていない 「植える」「育てる」「使
う」の循環を、しっかりとつくっていくことです。私たちは、
山林と果樹園やクリ畑や有機農地を含めた 6ha で、里山
を再生する循環モデルをつくっています。
② 里山資源利用を促進し炭素を循環させる
　現在は低炭素とか省エネとか、いろいろ言われていま
すが、私たちは森と農地、そして人の暮らしがあるフィー
ルドでできるだけ炭素を循環させようという取り組みにチ
ャレンジをしています。人間活動で排出された二酸化炭
素を吸収した森が成長し、その過程で行う間伐や枝払い
によって出てきたものをエネルギーとして、畑で資材とし
て、もちろん建材として使っていく。暮らしの中で、地域
の中で、しっかりと循環させていこうという取り組みです。
③ 地域人育成に向け環境教育の仕組みをつくる
　これは非常に難しいことで、先ほど発表があった苫東・
和みの森の実践は、もう私たちの目標の上のステージに
行かれていて素晴らしいなと思いました。
　茨城県はなんでもあるので環境への危機感が薄くて、

考え方がわりと緩かったりします。学校や住まいの周辺に
田んぼや菜園があって、ジャガイモ掘りとか田んぼで稲刈
りといった農業体験はわりと昔から行われているのですが、
環境教育がそこから先に進まないのです。学校教育の中
に年次ごとに発展していくような教育プログラムとか、「地
域資源を利用することで地域の経済に関わっていけるん
だよ」といった、もう少し地域社会とつながっていくよう
な教育プログラムが、なかなか進んでいかないので、こ
こに私たちがなんとか斬り込んでいけないかなと試行錯
誤しているところです。
④ 地域資源循環型経済の仕組みをつくる
　農地がたくさんあるので作物で経済をつくっていくこと
が基盤になる町ですが、山林もあるのですから、これを
しっかりと使って循環させることで農地からも山林からも
収益が得られるようにしようという経済の循環モデルです。
そのことによって、「農林業の担い手不足の現状を打破で
きます」、また、「外からエネルギーや資材・資源を買って
ばっかりいる地域経済社会から卒業しましょう」というこ
とを訴えながら、さまざまな取り組みをしています。

● 「NPO環～WA」の活動プログラム

　私たちの活動プログラムは次の通りです。
• 里山整備（毎月定期活動／随時整備）：保全面積：スギ

ヒノキ林、竹林、雑木林（合計約６ha）
• 里山循環型農業（毎週定期活動／随時作業）：無農薬、

手づくり肥料（落ち葉堆肥、竹パウダー、もみ殻、もみ
殻燻炭）による野菜や果樹の栽培
• 環境教育（毎月：茨城東高校／毎年：茨城大学、季節ごと：

世田谷区つくし保育園／その他随時）：学校、企業、自
治体、自治会を対象に目的に応じてオリジナルプログラ
ムを企画提供
• 普及啓発（毎年：明治神宮、茨城町、つくば／随時）：

アースデイ＠明治神宮、環境展、県内自治体・企業主
のイベントへの出展等
• 涸沼でのネイチャーガイド、観察会、水質調査（随時）：

流域全体での保全を呼びかけるプログラム
• 史跡等保全（年に複数回）：「小幡城跡」「矢連緑地環境

保全地域」の整備
• 被災地支援（随時）：東日本大震災、関東・東北豪雨、

熊本地震
　定期活動としては月に 1 回、技術指導も含めた里山整
備をしています。そうすると木質のものがいろいろ出てき
ますから、それを薪やペレットといったエネルギー源にし
ていて、定期活動のお昼のご飯は薪やペレットを燃料に
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して調理しています。
　活動が５年目になると、新しい森になったところもあり
ます。例えば、「緑の募金」にご協力いただいて、シノダ
ケとクズがボサボサと密生していた 0.7ha の荒地を 2 年
かけて整地し、いろんな方と苗木を植えることで新しい
森が生まれました。
　また、森から出るものを使って肥料をつくったり、間伐
材や竹を使って小屋をつくったりといった取り組みも継続
的に行っています。また、こうした活動を通じて、農業に
興味がある方に里山保全にも興味を持ってもらうような仕
組みづくりも行っています。

● 学校での環境教育は実践学習

　学校での環境教育は、茨城東高校で毎月、茨城大学
で毎年行っています。また保育園や幼稚園とは、緑の募
金事業の一部で協力連携させていただいています。
　茨城県東高校での毎月１回の授業は学校林での実習事
業なのですが、今年で４年目になります。先生でさえ自分
たちの学校に学校林があることを知らなかったようなとこ
ろから始めた授業です。
　まず、「自分たちの学校の周辺はどんな環境なのか」を
知るために散策することから始め、学校林を見て「自分
たちはなにをやらなければならないのか」「なにをやりた
いのか」「授業でどんな楽しみをつくりたいのか」を学生
たちに立案してもらいます。そこから、私たちがどういっ
た体制で、どんなことが出来るのかを最終的に決めて年
間計画を立て実践しています。
　実践型学習には、次のようなテーマを掲げています。
[1] 森林整備と森林資源利用の実践 
[2] 木質ペレット・薪づくりと火おこし体験～熱エネルギ
ーのメカニズム学習

[3] お金の流れが地域をつくる～経済地域資源利用によ
る地域経済への効果

[4] 自然循環と生態系～地域資源利用による農業、気候
変動と農業

[5] 今後の人生で経験を活かす
　森林整備だけではなく、例えば間伐材を搬出してペレ
ットにするといった、実際に経済効果のあるものまで体験
しています。農業体験もします。火おこし体験をしながら、
エネルギーとはどういうものかというメカニズムを学んだ
りもします。その火でご飯をつくることで、自分たち人間
が自然界とつながる真ん中にあるのが「エネルギー」「水」

「食」なんだということを知るわけです。

約6haの里山を整備

新しい森づくり（0.7ha。植樹本数430本）

茨城東高校での実践学習

ペレットを製造して普及啓発の一環として利用
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「NPO 環～ WA」の運営体制と連携

　これらの事業を行っていく上で、足りない技術を補っ
てもらうために企業等と連携しています。

● さまざまなバックボーンを持つ運営体制

　私たちは会員制ではありません。毎月「この日にこうい
った活動をしますよ」と SNS で参加者を呼びかけ、少な
い時は 10 人弱、多い時は 30 人くらい集まります。大きな
イベント時は、最大で 90 人ほどが参加してくれました。
　そうした活動を支える運営メンバーは、森の安全指
導ができるまでの技術をもっている者、学校の先生など、
様々なバックグラウンドを持っています。そのため、いろ
んなアイデアが出て、バリエーションのある多様な活動が
できています。

● 2016年までに72団体と連携

　そして、　私たちが連携・協働した団体は、2016 年ま
でに４年間で 72 団体、活動回数は累計で 225 回でした。
　地域住民はもちろんのこと、都市部の団体が「NPO 環

～ WA のフィールドで、こういった取り組みをしたいから
受け入れてください」ということも数多くあります。企業
との連携も多々あり、行政としては県や町、そして町の事
業でいろんな取り組みをしている子ども会とか自治会のよ
うなところとの連携もあります。

● 企業との連携の例

　私たちは多様な事業を行っていくために、企業との連
携を取っています。例えば、カタログハウス（株）は最近、
茨城県でペレット事業を始めたのですが、ここの林業班
の方に、森林整備技術指導やペレット加工をお願いした
り、伸栄工業（株）という茨城県の企業には、エネルギ
ー教育やペレットづくり体験などのイベントでの技術協力
をお願いしています。
　また、茨城県を本拠地としている（株）日立製作所か
ら「里山をどうにかできないか」というご相談をいただき、
昨年度に全６回の「里山生物多様性保全講座」を茨城
NPO センター・コモンズと連携して実施しました。これは、
里山の実情を見て、体験をして、「自分たちにはなにがで
きて、どんなことをやっていくのか」を社員の方々が自ら

図  「NPO環～WA」の運営体制と広域なネットワーク
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考え、実施していくことを私たちが背中を押すような講座
でした。

● 産官民での連携の例

　産官民での連携も行っています。
　茨城町には、素晴らしい土塁のある「小幡城址」とい
う史跡があり、県外にもファンが多いのですが、タケがす
ごく繁殖していて、荒れてどうにもならない状態になって
いました。なかなか町が腰を上げなかったので、私たち
が町長に掛け合い、整備を始めています。
　また、茨城町には、「地元の地域の元気を取り戻すよう
な取り組みをしなさい」ということで、10 万～ 20 万円の
助成を出す事業があります。私たちの事務所がある飯沼
地区という地域は茨城県の特産物でもあるクリの生産地
で、何百 ha ものクリ畑が広がっているのですが、近年は
担い手が減っていて、荒れたクリ林が年々増えているの
が実情です。そこで、三世代交流ということで、楽しく里
山でご飯をつくったりペレットをつくったりしながら、ここ
までクリの生産をしてきたおじいちゃんが、その子どもや
孫の世代にクリの整備の仕方を教えていくといった取り組
みもしています。

● 地域エネルギー利用促進にもチャレンジ

　新たなチャレンジとして、地域エネルギーの利用促進
をしようということで、私が去年、結婚したことを機に、
自立型エネルギーシステムを備えた自宅兼事務所をつくり
ました。
　自宅は、太陽光と木質ペレットによる発電、またペレッ
トストーブや太陽光を使った温水器などを備えたもので、

「地域の目の前にある自然資源でエネルギーは賄えるんだ

よ」ということを見せるモデル的な場所としました。そし
て敷地内にある築 50 年の納屋は、現在セルフリノベーシ
ョン中で、これから茨城町の地域おこし協力隊として都
市部から来た若者と「里山マルシェカフェ（仮）」を進め
る準備をしているところです。

質疑応答

・Q　ペレットづくりをやっていらっしゃるとおっしゃって
いましたが、そのペレット成形機は移動式のものでしょう
か。また、採算性とはけ口について教えてください。
・A　まず、私たちはペレットづくりによる事業をやって
いるわけではなく、普及啓発事業の一部としてやってい
ることをご理解いただきたいと思います。
　実は、去年結婚した主人が、ペレット事業を全国的に
展開している事業主です。彼がいろんなところで講演し
ている話を横で聞いたり、移動型の小型のペレット成形
機を持っていって、いろんな世代の人にペレットづくりを
体験していただくようなイベントをしているので、私が知
っている範囲でお答えします。
　まず、移動式の、軽トラックに載せられるようなペレッ
ト成形機は、１日で 200kgくらいまではつくれます。ただ、
エネルギー効率を考えると、普及啓発程度での活用でし
ょう。あるいは、ハウスメーカーなどが端材やおが屑をつ
かってペレットをつくり、ペレットストーブを設置したいと
いうお客さまにストーブをご紹介し、端材でつくったペレ
ットを販売するといったことであれば、十分採算が取れる
と思います。
　次に、海上コンテナを使ったような、わりと小型のペレ
ットプラントがあります。これを、福祉関係などと連携し
て事業を進めていることで、十分に採算が取れている事
例が全国に多々あるようです。
　過去には、何十億円も掛けた大型のペレット工場が全
国に作られましたが、そのほとんどが、補助金がなくなる
と頓挫しています。また、大型バイオマス発電のバイオマ
ス原料を地域の森から調達したら、たちまち禿山になっ
てしまいますから、私たちはそうした大型発電は疑問視
しています。
　やはり目の前にある森の現状を見て、その森の循環に
沿った利用の仕方を、生活に合わせて考えていくというこ
とが良いのではないかと考えて活動を続けているところで
す。

企業と連携した森林循環普及啓発（NPO環～WA×伸栄工業（株））
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新しい “里山的” 生き方・暮らし方
を提案

● 里山倶楽部の活動規模と活動概要

　里山倶楽部のフィールドは大阪府南河内郡河南町、大
和川の南、奈良県との県境近くの民有林と町有地です。
全部で 24ha ですが、そのうち 13ha は地元の河南町有林
で、委託業務で草刈りなどを行っています。あと10ha は
全部稼働しているわけではなくて、しょっちゅう行ってな
にかしているところは、おそらく2 ～ 3ha もないかな、と
いう規模です。急峻なところなので、苫東・和みの森さ
んとか環～ WA さんの平地林は羨ましい限りです。
　団体の経緯としては、前身は 1989 年に活動を開始し
たかなりの古株団体で、1995 年に里山倶楽部という任意
団体になり、2002 年に法人になっています。役員が 12
名（理事 11 名、監事 1 名）、会員は約 150 人といった規
模です。
　具体的な活動内容については、皆さんは、なにかしら
の活動をされているか、しようと思って情報を収集されて
いると思うので、今日は概要だけで。
• 里山保全事業　
　雑木林に人工林、竹林も棚田も、大阪の南にはミカン
園があるので果樹園もやっています。
• 生産販売事業　
　前身団体の時から薪炭を売っていて、ほだ木も売って
います。無農薬野菜にこだわっているおっちゃんがいます
ので、無農薬野菜も売っています。お米も売っています。
それから燻製用のサクラのチップも売っています。

• 環境教育事業
　これは、先に発表された２団体もすごく力をいれておら
れましたが、うちも里山キッズクラブとか学校林での活動
を頑張ってやっています。
• 人材養成講座
　山では安全第一ということで、安全技能講習を「もり
あん」という名称でやっています。下手なところに行くと、
座学ばっかりでチェーンソーにはちょっと触るだけという
ところもあるのですが、うちは「座学じゃ役に立たん」と
いうことで、チェーンソーは２日、草刈り機は１日、みっ
ちり活動してもらうので、それを求めて来られる方が結構

緑のボランティア 活動事例報告 ③

● 報 告 者

寺川 裕子
（NPO法人里山倶楽部 理事）

森づくり×後継者育成と
継続的な取り組みの
ポイント

里山保全事業（左上）、生産販売事業（薪、右上）
環境教育事業（左下）、木質バイオマス利用（右下）
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多いです。
　また、一般的な「里山応援講座」もやっています。こ
れは本当は若者に来てほしかったのですが、なかなか定
着しないこともあって、40 ～ 50 代をターゲットにしてい
ます。「スモールファーム」という、無農薬野菜をつくりた
い人向けの人材育成もやっています。
• 木質バイオマスエネルギー利用
　ペレットはプラントが大きくて目指すものと違うと考え
たので、薪のコジェネプラントを万博記念公園でやってい
ます。万博記念公園には足湯があって、うちのメンバー
が公園内の森を手入れして薪をつくって、熱を供給して
います。発電もしているのですが、実証試験ばかりで中々
稼働が難しいです。ただ、この万博記念公園は大阪府の
指定管理になってしまって、「吉本興業が指定管理を受け
たら、里山倶楽部は撤退になるだろう」って言われてい
ます。お笑いには自信があるんですけど、「そういう問題
じゃない」と言われました（笑）。そんなことで、これは
今後どうなるかっていうところです。
•オーダーメイド型活動・研修
　里山倶楽部は活動を始めて 30 年近くになるのですが、

「アンタのとこ、いろんなこと出来るやろ。その技術を提
供しなさい」ということで、企業からいろいろなお声が
かかります。そうした企業の CSR 活動を「それやった
ら、こんなんどうですか。こんな場所ならできます。うち
は 100 人は無理ですけど、30 人がベストな人数です」と
いったように、ご希望・ご相談に応じてやってます。
　また、うちと同じような NPO、ガールスカウト、森のよ
うちえんとか、そういったところからもオーダーメイド型
で提案して受け入れられたら活動するといったこともやっ
ています。

● 前のコンセプトが当たり前になってきたので
　生き方・暮らし方の提案にチェンジ

　設立以来の活動コンセプトは、「好きなことしてそこそ
こ儲けて、いい里山をつくる」でした。これを東京で話すと、

「めっちゃ大阪らしくって良いね！」と言われて、次に会っ
たら「儲かりまっか？」と言われたりして、捨てがたいも
のはあったのですが、そろそろ手垢が付いてきたというこ
ともあって、「新しい “里山的” 生き方・暮らし方の提案」
とチェンジしました。
　前コンセプトは、1990 年代当時からしてもボランティア
が“好きなことして”というのは当たり前で、“いい里山を
つくる”のも当たり前なんですが、“そこそこ儲けて”に
ついては、「どんだけ儲けてんねん。ボランティアがお金

の話をするなんて」ていう抵抗感も内部であったくらいで
した。儲けといっても、「経費が出ればいい」というとこ
ろから、「自分の日当まで」「生活費まで」とレベルはいろ
いろですが、お金はしっかり回さないと NPO が継続しな
いということは、いまや組織運営しているどの NPOも感
じていることで、私たちだけでのコンセプトではなくなっ
てきました。それで、「もうちょっと洗練された言い方に
しよう」ということで新しいコンセプトにチェンジしました。
　新しいコンセプトは、これまでの発展形として、生き方・
暮らし方を提案していこうということで、半農半 X（うち
は半林ですが…）や田舎暮らし、I･J･U ターン、林業の中
では副業型自伐林業といったイメージの生き方・暮らし方
を提案しています。
　里山倶楽部の中核は 40 ～ 60 代で、これでも里山業界
では「若い」と羨ましがられます。

継続的な取り組みのポイント

　うちには、いろんなところからヒアリングにたくさん来
ていただいていますが、その時に必ず話すことがありま
す。今回のお題をいただいて考えた時に、おそらくそれ
が継続してきたポイントなんだとあらためて思いました。

● 独立採算制　「儲けも赤字も自分もち！」

　先ほどお話したように、いろんな活動事業をやっていま
すが、それぞれが独立採算制を取っている、というのが
１つめのポイントです。「儲けも赤字も自分もち」というこ
とです。
　それぞれのグループ活動については、その担当者がお
金を管理します。私は事務局ですから、お金に関しての
相談があったら受けますが、基本的には勝手にやってい
ます。ただし、その収入の 5％、ないしは消費税がかか
ってくる活動は 10％の共同運営費を、自動的に事務局に
納めてもらっています。ピンハネとか言われますが（笑）、
まあ有無を言わさず払ってもらうわけですが、それ以外
の 90％、95％は、それぞれが勝手に使用できるという仕
組みです。
　また、儲けの部分も各グループが自由に使用できます。
10 万円の収入を予定していて、それが 15 万円になった
としたら、儲けの５万円分は事務局に納めなくてもいいの
です。ただし、10 万円の予定が 5 万円しか集まらなかっ
たとしても、赤字の５万円は誰も補填しません。「自腹を
切ってね」という仕組みです。みんな自腹は切りたくない
ので必死です。
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　緑のボランティア 活動事例報告 ③
森づくり×後継者育成と継続的な取り組みのポイント

　そして、この仕組みのミソは、団体としては赤字になら
ないことです。団体としての収入は 3000 万円くらいの規
模ですから、その 10％の 300 万円が共同運営費となりま
す。これは大きいですよね。
　団体収入の半分は公共からの受託事業です。そして
1/4くらいが各グループの自主事業で、稼ぎ頭が野菜の
物販、薪の物販でも100 万円くらいの売上げがあります。
その他、受講料や寄付金があって、助成金ももらってい
ます。実は事務局も独立採算制なのですが、事務局は寄
付金と会費、そして共同運営費で成り立っていて、共同
運営費がかなりのパーセンテージを占めているということ
です。私は給料が月々10 万円ですが、それを減らさない
ためにこういうところで PR をして、いろんなお仕事や参
加者を増やしているということです。
　この仕組みは個人にも対応しています。私はリースづ
くりをしていて、これを道の駅で販売して年間 8 万円の
売上げがあるのですが、そのうち 8000 円は共同運営費と
して納めています。ほかにも、焼き芋を売っている人とか、
コーヒーを売っている人などがいます。

● 新しもの好き　「活動に変化と刺激を！」

　２つめのポイントは「活動に変化や刺激を！」というこ
とで、「新しいもの好き」です。
　まず、いろんな手法やプログラムを、「なにそれ、面白
そうやん」とあまり抵抗なく、積極的にパッと導入して
しまいます。また、いろんな活動をしてる人のとこによく
出向いていって、出店してみたりといろいろやっています。
実は里山の団体ってわりとシャイな団体が多くて、あまり

そういうところで出会わないんですよ。知っているところ
は決まっていて「もっと団体がいるはずやのにな」ってい
う感じなのですが、そういうところにいっぱい出向きます。
そして、外部から人と技術とお金を借りることです。
　こういう感じでやっていることで、新しい人材、若者層
に出会ったり、それが活動の見直しのきっかけになるとい
うことが大きいと最近よく思っていて、それが変化として
結果にでるわけです。
　「チャリティネット森が好き！」は、5 年前から行ってい
るのですが、20 団体と連携して一緒に寄付金を募集しよ
うというものです。これまでで、大体 78 万円くらいが集
まっています。
　一昨年にプロボノに Web ページ作成をお願いしまし
た。募集したら 9 人くらいプロの方が来て、マーケティン
グからはじめて、デザインからコピーから、とにかくうち
の Web ページ、大体 400 万円相当のものが、実費の交
通費くらいでできました。コレも新しいチャレンジです。
　また、クラウドファンディングにも手を出し、目標を低
く設定したので、222％達成で 100 万円弱を集めました。
これでうちのフィールドに水道や野外トイレを設置して、
快適なフィールドづくりの支援をしています。

図  2017年度の収入構成

会費1％
助成金6％

寄付金5％

受講料2％

物販（薪等）
3％

物販（野菜等）
12％

その他収入
12％

受託事業（民間）
6％

受託事業（公共）
51％

共同運営費
11％

クラウドファンディングにもチャレンジ
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　うちのプログラムに「ワークショップ里山日和♪」とい
うのがありまして、これは新規プログラムの受け入れ窓口
です。新規で活動を立ち上げるのは難しいのですが、こ
のプログラムの中でやると、里山倶楽部メンバーのサポ
ートが入るのでやりやすいということです。これが上手く
いっているのかどうか、まだ私たち自身も分からない状態
ですが、「これからツリーイングのプログラムをやるねん」
っていう方に「やってみいひんか」と声を掛けて、里山
倶楽部の主催でその人にやってもらったりしています。ま
た、「アルコールストーブ（携帯用コンロ）をつくりません
か」というワークショップを、里山でカフェを始めた人が
やったりしています。
　また、里山事業部では大阪府の最低賃金に合わせて謝
金を払っていて、普通の会社などに勤めづらくて（よく里
山団体には来てますよね。うちのメンバー自体がそんなも
んなんですけど…）バイトしている人もいます。

● スクラップ＆ビルド　「組織ではなく里山を引き継ぐ」

　20 年以上活動していると、森林の初期整備は済んで、
初心者にも入りやすい山になっています。かつては緑の
募金にもお世話になって、資材や道具も揃っています。
技術者も成長中ですし、これまで培ってきたネットワーク
もあります。
　では、そうしたものを組織の形で引き継ぐのかというと、
私は「それは、もうええ」と思っています。新しい団体を
つくってもいいし、会社経営してもらってもいいし、個人
でやってもらってもいい、そんな形で「組織ではなく、里
山を引き継いでほしい」ということを、最近はずっと思っ
ています。それが、新しい仕事や新しい里山的暮らしの
提案なわけです。
　かつては、私たちに公共からの支援は一切ありません
でした。むしろ喧嘩をしていました。でもいまは、もう喧
嘩の時代ではなくて、すごく支援してくれています。それ

にいまは、どこでもインターネットでつながれるし、いろ
んな支援があるし、市民協働の仕組みもしっかり整って
います。企業も手伝ってくれますし、中間支援団体まで
あります。そんな至り尽くせりのメニューがあるので、「コ
レがあったら、私たちが 20 年かかったことが、５年でで
きるんちゃうか」と思いますし、そうしたものを活用して、
うちのフィールドを新しい形にリニューアルしてくれたら
いいなぁと思っています。
　それを考えた背景というのが、私の経験から編み出し
た 5 年サイクル説です。1989 年から前身団体が活動して
いますが、５年ごとに転機がきます。それで、１年目は必
死に、２年目は地固めして、３年目はだいたい安定するん
ですが、４年目はマンネリ感が出てきて、５年目は変化と
刺激ということで、なにかしらの変化があります。前身団
体から里山倶楽部の名前になったのが 5 年後の 1995 年。
それから５年後に法人化を考えだして、２年間準備して、
2002 年に法人化しています。元々別団体だった里山事
業部と「一緒にやろうや」ってなったのが 2008 年、農場
部門が一緒に入ってきたのが 2012 年、クラウドファンデ
ィングなどで拠点のフィールドを再整備したのが 2017 年。

「これから５年後はどうなるかなあ」と楽しみです。
　こうしたことには、いろいろと軋轢もあり、ソフトラン
ディングではなく、ハードランディングをたくさんしてい
ます。それでも結果的には「楽しかったなぁ」と思ってい
ます。
　「なら、変わらないとアカンのか」ということになります
が、同じことをやっていても楽しくできるのならば、「そん
なマンネリもありやなぁ」ということをお伝えして、私の
経験からのお話を終わりたいと思います。これが皆さん
のお役に立てれば幸いです。

新しい世代による展開、30～40才代のトライアル
自然学校の設立を目指す30代男性の「いきよ！ ツリーイング」
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▶ 宮本　今回のセミナーは国土緑化推進機構主催、森づ
くりフォーラムが共催ですが、この２団体は、私がいつも

「人生を変えた団体」といっている団体です。10 年くらい
前に「グリーンカレッジ」というものの仕切りを、５～６
年間やらせていただきました。今日は卒業生も多々いまし
て、本当に年食ったなって思いましたが、このグリーンカ
レッジが決定的に私の人生を変えました。皆さんの事例
を聞いたり、アドバイスをしたり、コーディネートの仕方
を教えているうちに「自分もやんなきゃな」って気持ちに
なったのです。
　なかでも思ったのは、「やっぱり、自分の山を持とう」
ということです。いろいろ考えた結果、「日本は土地所有
者に権限があるんだな」ということで山を持つことにして、
いまは約 200ha の山を管理しています。それから牧場と、
農地が 30ha と、開発地が 20ha です。
　あるとき、連携先の企業と話していると「うちに、ゴ
ルフ場をつくろうと思ったけど失敗しちゃった不良債権が
あるんだ。固定資産税が大変で」みたいな話になりまし
た。私はその頃、スクラップ＆ビルドで「再生屋」と言わ
れていて、「宮本さん、そこをなんとかしてくれ」と言わ
れたので、「不良債権だったら私が買います」と言ったら
役員みんなが大喜びしました。「１円でいいですか？」っ
て言ったら、みんなひっくり返ったんですけど（笑）。結局、
その土地をもらいました。
　で、もらったはいいんですが、見てみたら、何の手入
れもされていないんです。畑はヤナギ畑で、森は元薪炭林。
函館のすぐ近くなんですけど、ナラ材の株立ちしたものと

● コーディネーター

　宮本 英樹（どさんこミュゼ（株）代表取締役（元NPO法人ねおす専務理事））
● パネリスト

　二瓶 奈津香（自然体験活動指導者ネットワークえんりっと）
　大和 文子（NPO環～WA　代表理事）
　寺川 裕子（NPO法人里山倶楽部　理事）

企業や地域との連携、会員獲得、
若返りのコツを探る

パネルディスカッション

か、あとは昔植えたトド松やカラマツ松が倒れていたりし
て。今日は丹羽さんも来てくださっていますが、森の健康
診断もしていただき、「なるべくお金をかけずに小資本で、
かつボランティアの力を使おう。こんだけ勉強したんだか
ら、やれるだろう」といろいろ考えた結果、私がたどり着
いたのが、「動物をつかおう。動物しかない」ということ
でした。
　たまたま北海道には２品種の素晴らしい馬がいます。１
つはドサンコといって、森の中でも飼える馬です。「コ
イツに下草をくわせよう」と。もう１つ、バンバ馬という、
木をたくさん引ける馬がいます。この２品種の馬を使おう
ということです。「こういう動物や文化は、保存したほう
がいいですよ」と言っていろんな方に手伝っていただき、
まず動物頑張れって感じで動物にやらせて、そのあとに

宮本 英樹さん
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人間が入って行くというシステムもつくりました。
　そういうことなので、私が表舞台に出るのは、本当に５
～６年ぶりで、ずっと森にいて開拓していたんです。　
　そんなことで、そろそろパネルディスカッションの本番
に入りたいと思います。

団体の課題は、「新規参加者の獲得」
「地域や行政、企業との連携」
「後継者の育成、継続的な活動」

▶ 宮本　ちょっとお聞きしたいのですが、団体の長、も
しくは団体の運営側にいらっしゃる方ってどれくらいです
か。（挙手）　割と少ないかな。日本野鳥の会みたいに数
えて、大体 47％でした（笑）。では、逆に団体というか、
森づくりに関わって３年未満っていう人はどれくらいいま
すか。（挙手）　では、その他の人は、中堅どころの人が
今動員されて来られたんですか（会場笑）。助成金狙い？
　この中で、助成金を取っているという人はどれくらいい
ますか。（挙手）　これが結構問題になっていて、助成金
に申請する団体が若干減ってきているんです。いま手を
上げてくれたのが 1/3くらいで、残り2/3 は今後挙げて
くれるという期待票でいいんですよね。
　いまはまさに、森づくりの変換期です。変わろうとし
ている森づくりの中で、各団体が抱えている課題の１つ
が新規参加者の獲得で、マンネリ化等で新しい層をなか
なか獲得できないという悩みを持っているということです。
もう１つの課題が、いろんな地域や行政、企業との連携
です。大和さんは、「72 団体と連携」という、嫌味な数を
おっしゃっていましたが…（笑）。そしてもう１つは、後継
者の育成、継続的な活動です。（挙手をしてもらって）み
なさんの中では、後継者の育成、継続的な活動にお困り
だという方が多いようですね。

「権限委譲」「自己実現」「ステップアップ」
がキーワード

▶ 宮本　今日報告された３人のお話を聞いていて、皆さ
んは三者三様ですが、それぞれが「権限を委譲して、な
にか自己実現をさせよう」とされていて、また、それとは
逆に、「ステップアップしたら、運営側に回ってもらおう」
としているのかなという印象を受けました。そのあたりに
ついて聞かせていただきたいと思います。
▶ 寺川　うちは独立採算と言っているので、いきなり権
限委譲ですね。それと、確かにステップアップの仕組み

にも関わってくるんだろうなと思います。もちろん、いき
なりはできないので、独立採算制でなにかやるときには私
も入りますし、これまでやってきた人たちがサポートしま
す。特に参加者がステップアップしやすい受け入れ窓口
としての仕組みを持たせているのが里山日和という事業
です。これは、すでにある事業の枠組みの中でやっても
らうわけですが、その中でも運営側に回ろうと考えている
方に権限委譲してしまいます。そうすると、だいたい大
概のことはできてしまい、自信がつき、何回かそれをやっ
ていくうちに、運営会員になってもらう。
　余計な話ですが、昔、運営会員になるのに「いっぱい
働くのに、なんでいっぱいお金払わなあかんねん」という
苦情があって、うちは運営会員も一般会員も会費は一緒
です。逆に言えば、運営会員のハードルがすごく低いん
です。運営会員は一票持っているということですが、一
般会員として権限委譲されて（権限委譲なんて言いませ
んけど…）自分たちでやってきた人に、「運営会員になっ
てよ。別に変わらへんよ、会費も変われへんし」って言
ったら、「ほな、なりますわ」と、なんとなく運営側になっ
てしまう。うちは、そんなところがあるのかなと思います。
▶ 宮本　それって、なにかヒントを得てのことですか。
それとも会社にいた時にそうだったのですか。
▶ 寺川　いや、やっているうちにですね。
▶ 宮本　大阪っぽいですね。フランチャイズですよね。
しかも本部はお金を出さないということですが、それで不
満は出ないですか。
▶ 寺川　権限委譲は強制じゃないので、別にそれをやり
たくなければ、すでにある仕組みの中でスタッフとして
やって、上手くいけばスタッフ料なり交通費がもらえます。
やりたそうな人に声をかけますが、「あなた、それをやり
なさい」と言うことは、うちはほとんどゼロです。そのか
わり、言わないので人が逃げているかもしれませんが…。
▶ 大和　権限委譲と運営側に回ってもらうことについて
は、「そういう仕組みをつくりたい」と目標としているとこ
ろです。里山倶楽部さんは 30 年の歴史がおありで、きっ
と試行錯誤もしながらつくってこられたかと思います。
　実は、NPO 環～ WA を設立した時、「里山でチャレン
ジする機会をつくること」を主目的にしました。誰かに指
示されてやることから学ぶこともゼロではないけれど、自
分の「こんなことが出来るんじゃないか」という思いを実
現しようとするプロセスの中に、なにか人づくりのキモが
あるのではないかと思っています。
　と言いながら、５年間里山の整備をしてきました。森だ
けでなく、農地を広げたり、クリ畑の保全を始めたりとい
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ったことを行ってきたので、この 6haくらいあるフィール
ドの中で、なにかやりたい人、使いたい人を募りたいです
し、私も学びたいというところです。
　試行錯誤してやっていくうちに、客観的に見れば団体
としてステップアップしてきたんだろうと思いますし、実
際に出来ることも増えてきました。行政や企業、地方自治
体などにも提案できるようになっていて、このステップア
ップが一番大きかったのではないかと思います。
▶ 二瓶　苫東・和みの森は、「コミュニティセンターみた
いな、人が集まる森をつくろう」というところでスタート
してまだ 10 周年くらいです。いま協議会の人たちに聞く
と、私のように周りから運営をサポートする人が生まれて
くることは、全く想像していなかったらしいです。
　私自身も、まさか自分たちで団体をつくることになると
は、まったく考えていませんでした。休日のレジャー先と
して行っていた森で、上手く人と出会って「面白いことを
しようよ」というワクワクから、ポンポンポンッとここまで
来ちゃいました。
　ですから、苫東・和みの森は、まだステップアップのと
ころに差し掛かったばかりなのかなと思っています。
▶ 宮本　二瓶さんは参加者だったのが運営側になったわ
けですが、そこにはなにか仕掛けがあるのですか。誰か
そそのかした人がいるとか。
▶ 二瓶　そそのかされたとは思っています（笑）。
　当時の私は、「小さい子どもがいて、働けないんだけど
働きたいんだよね」というアピールはしていました。ただ、

「子どもを預けて働くのはどうなんだろう」という疑念もあ
ったので、「子どもを連れて出来る仕事があったらいいな」
と思って、実家の敷地を借りて産直の野菜屋をやったり
していたんです。そういうふうに「なんか自分でやってい
る」ところに、当時の事務局の方が注目をしてくれて、「だ
ったら森で、事務局の運営をやってみない？」というお誘
いはいただきました。
　そうして事務局をやっている間に、「NPO って、こうい
うふうに運営していくんだな」と感じたり、事務局として
毎月の活動に参加していろんな人と接する中で、自分の
他にも「子連れで働く環境がほしいな」と思っている人
がいたという、そういう出会いもきっかけになっています。
▶ 宮本　自己実現できる場として森のニーズが、特に女
性のニーズが高いというところでしょうか。
▶ 寺川　私は子どもがいないのでそこはわからないので
すが、ニーズはあると思います。ただうちは、そのニーズ
を受けきれないのかな。そのニーズを受けるには、やはり
フィールドが安全かどうか、サポートできる体制があるか

どうかがすごく重要でしょう。
　自己実現に関してはやはり、「この人の自己実現はなん
なのか」というところで、そこはお母さんに限らず、男
性でも若者でもみんな同じです。その自己実現に対して、
こちらがなにを差し出せるのかというところには、いろん
な仕組みがあるのがうちの強みです。例えば同じ草刈り
をやるにしても、ある人は、学びのために自分でお金を出
して草刈りをする。ある人は、無償のボランティアで、全
くお金を介在させずに楽しんでやる。ある人は、交通費
だけもらって草刈りをする。ある人は、日当までもらって
草刈りをする。うちでは、極端に言えば、同じ場所でそ
れが選べます。そこでは、お母さん方はたぶん「草刈り
せんでええやん。子どもと遊ぶ人たちが横におったらええ
やん」ってなるんですが、それも並行可能です。そうい
う体制を、結果的にはつくれているのかなと思います。
▶ 大和　私も子どもがいないのですが、多分、子どもた
ちだけでなく、どの年代の人も「どういうふうに生きるのか」
と考えているんじゃないのかと、自分が子どもの頃から思
っていました。宮本さんがおっしゃるとおり、私は、森の
中に自己実現をする場を見つけた人が、そこを有効に使
うという循環を生み出していけたらいいと思ってるのだと
思います。
　実際に運営側にいますと、ただ「この日に参加します」
という一般参加者とは違う責任を負ったり、心持ちで活
動を運営していかないといけないのですが、この運営メ
ンバーも様々です。いつまでも「言われたことだったらや
りますよ」というメンバーもいますし、私よりもずっとず
っと先に行っていて、例えば森づくりの計画を立てて、そ
れも「長期スパンで考えてこうしましょう。ただ私の力量
もありますから、今年度はこんなことをしていきませんか」
と提案をしてくれる人もいます。そして、ライフステージ
もあります。私たちの運営メンバーは 30 代から 60 代なん
ですが、転勤もあれば、例えば「専任で農家になっちゃ
います」という人も、体調を崩して「しばらくフィールド
に行けません」という人もいます。その時々で変化するけ
れど、それでも「出来ることをやっていきましょう」とい
うことです。「掲げたから全部やらなければいけないんだ」
と思うと、きっと自己実現だったり目的がどうのではない、
非常に重いプレッシャーに潰されてしまいます。ですから、
それぞれのメンバー、それぞれの参加者にとっては自分
と向き合ってやりたい事をやっていく場であり、団体とし
ては、有機的に変化していく中で出来ることを、少し高い
目標を掲げてやっていくということを心がけているのかな
と思います。
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▶ 二瓶　いまお話を聞きながら、苫東・和みの森で、な
ぜ私は自己実現につながっていたのかを思い出しました。
　苫東・和みの森の「月に一度は森づくり！」の活動に
は４つの「ど」というのがありまして、「どれをやってもい
い」「どれもやってもいい」「どれもやらなくてもいい」「ど
こか行くときは一声かけて」という４つの「ど」だけを守
っていれば、あとは参加者が自分の好きなように過ごして
いいという活動です。それだけ自由度の高い空間の中で、
活動メニューがひたすら薪割りの日もあるし、木道づくり
をしたり、森のようちえんがあったり、ものづくりをしたり
と、その時によっていろいろですが、好きなメニューに参
加して自分が手も口も出さないと、その活動は発展しな
いんです。主催する側は、メニューを用意して「場所と
道具と、最初はこんなふうにやろうと思っているけど、ど
う？」って、参加者にふってしまいます。なので私たちは「こ
うしたらどう」「ああしたらどう」と、みんなで揉みながら、
その中から得意な人が出てきたり、協力し合ったりしなが
ら、その場でその日一番いいと思う方法で活動を進めて
いくのです。
　初めて森にやって来る人が多い苫東・和みの森で、こ
の４つの「ど」と、参加者が口も手も出す方法というのが、
参加者にとっては自分が好きなスタンスで、好きな分量で
関わることができたので、それが居心地がいいということ
もありますが、そうした仕組みだからこそ、参加者個々の
主体性が自然に作動したのかなと思います。
▶ 宮本　ありがとうございます。なんとなく皆さんもお
分かりのように、この３人は参加者の目線にかなり近くて、
自分もやりたいことをやっているだろうし、参加者なのか
運営者なのか、そこの垣根が非常に低いんですね。かつ、
同じように自己実現できる場をどうやったらサポート出来
るのかを考えておられます。

　まず主体性、アクティブラーニングであることが第一で、
主体性がある人に対して、どういう課題を投げたらいい
のかが上手くいっていて、そこでステップアップとか権限
委譲の仕組みをたくさん持っていることが、時代が変わ
っても長持ちするコツなのかなと思います。
▶ 宮本　皆さん、隣の方と仲良くなりましたか？　名刺
交換をしていますか？　近くの人と、皆さんの団体や会
社で自己実現できる場をつくる仕組みとか、その人が成
長するためにやっていることなどがあったら、ちょっと話
し合ってください。「こんなことも出来るよ」「こんなこと
もやってあげたら、参加者がもっと成長するよ」みたいな
いい意見があったら、私たちにも聞かせてほしいと思いま
すので３分間ほど話してください。

（ガヤガヤタイム）
▶ 宮本　どなたか「コレは妙案だ。コレは面白い意見だ
から発表したい」という方がおられたら、ぜひお願いします。
▶ 参加者　福井県から来ました。私は 40 年間森林組合
に勤めていたんですが、自分が植えた数多くのスギの木
が使えなくなるという状況になったことがありました。ち
ょうど東日本大震災があった日に国土緑化推進機構の間
伐材コーディネーターの研修を受けていて、地震直前に
オイスカというNGO が間伐材で積み木をつくっていると
いう話を聞いていたので、地震の１年後にオイスカにその
話を持っていったら、「東京おもちゃ美術館という、子ど
も相手の木育活動をしている団体があるので、そこに行
った方がいい」と紹介され、いまはそのスギやヒノキ、広
葉樹でいろんな玩具をつくり、幼稚園とかを回っています。
　それとは別に、市内の小学校と話をして、３年生の時
に森づくりの教室を開いて地域のドングリを拾いにいき、
６年生までそれを学校で育て、卒業する前に植えるとい
う活動をしています。それがだいぶ大きくなってきたので、
今度はそれを間伐して利用する方法を、子どもたちと考
えている最中です。
▶ 宮本　ありがとうございます。年々木は大きくなります
から、それぞれのテーマを与えておくと、意外と引っ張れ
ます。また、自分が植えたものは大人になってもどこかで
気になっていると思いますので、植樹の時に大人になっ
たら戻ってくるような仕掛けをつくって、その流れで引っ
張るというやり方もあると思います。
　ほかに何かありますか……。（沈黙）　えっ、あんなに
喋っていたのに？（笑）　では、３人からどうぞ。
▶ 寺川　こちらでは、質問できなかったことをしあいっこ
していたんですけど、私からのもっぱらの疑問は、お金の
話でした。自己実現にはお金が必要で、「やりたいけれど、左から、二瓶さん、大和さん、寺川さん
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生活のためにできない」っていう人がすごく多いように思
います。いまの若い人は生活が大変ですし、リタイアされ
た方も、バブルのころ溜め込んだ方は OK ですが、これ
からは年金もらっても働かなければダメな人も多くて、私
自身もそうなりつつあります。
　それで、２人に「どう？」って聞いてみたら、基本はボ
ランティアなんですが、ここでの講師料とか、それ意外の
お金とか、団体の会計以外でもいろいろ動いているわけ
です。別にそれを隠してるわけじゃなくて、動いているも
のがたくさんあるのは私も一緒なので「そういうところも
やっぱり大事よね」と、美しくまとめてみました。
▶ 宮本　兼業のススメ、というのかな。今の流行りですね。

直球の“森づくり”ではなく、
結果として森づくりを行う変換装置づくり

▶ 宮本　今日の３人の話を聞くと、「“森づくり”を直球で
出してしまうと、なかなか参加者が集まりづらくなってい
て、ちょっとした変換装置をつくっている。それが、結果
的に森づくりになっていました」という話なんです。これ
はイコール「参加者側の課題を解決しますよ」とそちらに
寄っておいて、結果的に森づくりという大きな課題を解決
しようというやり方だと思います。
　ここでは、それぞれの変換装置を教えていただければ
と思います。
▶ 二瓶　苫東・和みの森に来る方の半分以上は、おそら
く森づくりという意識があまりないと思います。一応チラ
シには“森づくり”と謳ってはいるのですが、口コミで広
がっているのは、「あそこに行くと、子どもは森の中で木
に登ったりワーワーしたりして楽しそうだし、大人たちが
付いて、子どもが刃物を使って木を切るとか、そういうこ
とも教えてもらえるよ」といった感じです。大人も、「お
母さん、そんな森に入りたくないわ」とか言いつつ、ほか
の参加者と焚き火を囲んでアウトドアクッキングを楽しん
だりしているうちに、「ああ、薪が足りないから割らなくち
ゃ」となって、割ってみると「案外楽しいね」っていう感
じで、「いま楽しい」という要素が一杯です。そうなっても、
森づくりをしているという意識にはあまりなってないんじ
ゃないかと思います。
▶ 大和　うちの活動に参加しているのは、「THE 森林整
備がしたい」という方、「社会貢献とか、環境にいいこと
がしたい。そんな技術はないけれど、自分でも出来ること
があるなら」という方、そして「あそこの活動に行くと美
味しくて楽しいんだよね」という方の３タイプです。なの

で、毎月の定期活動は、この３タイプを必ず用意していま
す。例えば「森林整備チーム」「竹林チーム」「森ごはん
チーム」みたいな形です。
　やはり間伐とか、立木を倒すのは危険が伴うわけ
です。機械もチェーンソーも使いますので、「森林整
備チーム」には熟練というか、やりたい人が入りま
す。一方で竹は、小さなお子さんでも手ノコで切れま
すし、それを親子でやるのもすごく楽しいので、「竹
林チーム」は親子でも来てもらえるし、「竹林をどう
にかしたい」という方にはガツガツ整備してもらい
ます。そして「森ごはんチーム」というのは最初か
らやっていたのですが、自然界と人間をつないでいるのは、
絶対に食なんです。なので、薪などの森の燃料でごはん
をつくるのです。それぞれのチームに「これをやりたい」
という人を入れて、それぞれで「この人がもう慣れてる
から、ある程度任せちゃおう」みたいな感じに、ボランテ
ィアの方々も育っていくことを願いながらやっています。
▶ 寺川　うちもプログラムをつくるときに、意識的に必ず
森づくりに役立つなにかをプログラムに入れています。い
かに、それと感じさせずにフィールドに役立つことをして
もらい、気がついたら「いつのまにか、森林づくりの手伝
いをやっていた」っていうふうにできるかを、みんな苦心
して考えています。
　同時に、うちはフィールドがあっちこっちにあるので、「ミ
カンのジャムをつくるから、ミカンとってもらおうや」とか、

「今回はタケノコでいく。食べることで誘って竹を切ろう
や」とかを季節ごと、フィールドごとに考えています。
　もう１つ、例えばうちは野菜を売ってますが、野菜を買
う人にとっては、森づくりはほとんど関係ありません。で
も、共同運営費 10％の仕組みがあるので、そこで森づく
りを手伝ってもらっているんです。コーヒーを飲んでくれ
た人にも、「その売上げの 10％が森づくりにつながってい
るんだよ」と後からメッセージを伝える。そういう意味で
は、なにをやっても森づくりという目線からのメッセージ
なのかなと思いました。
▶ 宮本　やりたいことと、やらなければいけないことを上
手く一致させていく能力というのは、だれかの才能ですか。
▶ 寺川　20 年やってきた中での文化ですかね。毎月１回
会議があるんですが、その時に「今度こんなんやるんや
けど」という相談があって、大概誰かが「それやっても
全然うちのフィールド関係ないやん」とかツッコミを入れ
て、そうすると誰かが「いや、これこれこうやったら、あ
そこの森が助かるやん」とか「あそこの田んぼの草取り
してもらったらええんちゃう？」とか。そういう掛け合い
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でプログラムができていくのはよくあるシーンですね。
▶ 宮本　特に里山倶楽部は、暮らしみたいなところの提
案ですから、余計にそういうことが必要な感じもしますが、
そのへんはどうですか。
▶ 寺川　暮らしという意味では、里山暮らしをしたい人
が、うちを通過していきます。そういう人は２～５年、う
ちでいろんな技術を身につけていくので、こちらとしては

「そろそろ、ちょっとくらい運営に関わってくれるかな？」
というところで、「あぁ！ 行ってしまった」となるのですが

（笑）、まあ日本全国で考えれば、それはそれでかまへん
かなと。
▶ 宮本　常に更新されていくという意味では、卒業でき
る仕組みを持っているのは大きいですよね。あと苫東・
和みの森のバリアフリー木道、完成したんですね。私も、
木道の１枚目を敷きましたよ。
▶ 二瓶　10 年かかりました。私も、１枚目２枚目のとこ
ろにいたんですけど、10 年経ってしまったので、スタート
地点は朽ちてきたかなと……（笑）。
▶ 宮本　ただ板を敷いているだけなんです。最初はお金
をかけて木道をつくろうとしたんですが、車椅子の人たち
が「つくられた木道なんて面白くない。自分たちも凸凹し
たところを歩いたりとか、健常者と同じようなことがした
いし、自分たちもつくりたい」と言ってきて、「じゃあ、ど
うやってつくろうか」ということでしたが、あれは達成感
が凄いんじゃないですか。
▶ 二瓶　10 年ずっと通ってきた人は３～４組くらいしか
いませんが、やはりスタートを見ていたので、ものすごく
達成感がありました。私はさらに、「えんりっと」の活動
を始めたので、「木道をバリアフリーでつくったからには、
木道を使う子に来てほしい」と思って、去年、車椅子の
子どもたちに声をかけて来てもらいました。そういう子ど

もたちは森に来ることがほとんどなくて、「生まれて初め
ての森です」という子がいたりするのですが、その子た
ちは、いつも舗装された平らなところしか通っていないの
に、木道のガタガタで大笑いするんですよ。そういう姿を
見て、「この木道をつくってきてよかったな」と思いました。
▶ 宮本　いま、働き方改革が言われていますが、やりが
いのある仕事とか「自分がやっている仕事が、なにかの
役に立っている」という実感がない若者が多いのでしょう
ね。いまの木道のように、目に見えて何かがつくられてい
ったり、というところに癒やしを感じる人が多いんですよ。
また、単純作業も癒やしになっています。普段は頭ばか
りで考えていて全然形になっていないような時に、そのこ
とがストレスになるといった話もあるので、変換装置とし
ては「癒やしの空間」ということもあるのでしょう。
　あとは胃袋を掴むことで、これは皆さんもやっているこ
とだと思いますが、これも大事です。
▶ 宮本　「こういうことをやった結果、森づくりにつなが
ったよ」という具体的なアイデアを持って帰りたいので、
ここで、また３分間、アイデアを交換していただきたいと
思います。もちろん、いま閃いたものでもいいですよ。「こ
れやっとけば、実は森づくりじゃね」というアイデアがあ
ればよろしくお願いします。

（ガヤガヤタイム）
▶ 宮本　誰か今度はなにか具体的なアイデアを発表して
ください。
▶ 参加者　千葉市の中央区で、子育て支援の施設を立ち
上げました。木育推進事業ということで、私も東京おもち
ゃ美術館のおもちゃコンサルタントマスターで、木の玩具
を入り口にして、そこから「木育おもちゃフェスタ」をさ
せていただきながら、木の玩具の「この木はどこから来
るの？」とか「どんなふうにつくるの？」という疑問が参
加者の中から挙がったことで、森づくりまでいってみよう
かなとなったのが去年の初めで、まだ森づくりは１年だけ
です。
　いま、たまたま隣に座っていた県の森林課の方から、「安
全・安心というところを担保しないと、子育て世代が森
に入ってくることは難しいんじゃないか」という提案を受
けました。とにかく、ママ・パパたちは「子どもが安全じ
ゃないと」というところから始まります。楽しいプログラ
ムは用意するけれど、その裏で安全・安心をしっかりと
担保する環境を整えることが大切だと思います。
　あと、この活動は「地域で孤立している親御さんたち
をなんとかしてあげたい」というのが出発点だったのです
が、その課題解決ではなくて、子育てに新しい価値観を参加者同士によるアイデア交換
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　パネルディスカッション
企業や地域との連携、会員獲得、若返りのコツを探る

ポイッと投げてあげるということで、いままで森に来たこ
ともないような方に森に入るチャンスをつくってあげられ
たというところが、少しずつですが結果的に私も森づくり
に貢献しているということかなと。
　本当にいまは「森に行ってみたい！」っていう親子が増
えているのは実感として感じているところです。

自らの弱みを自覚して発信すること、
相手の弱みを握ることが連携を行うコツ

▶ 宮本　最後に、地域、行政、企業との連携をどうする
かという課題です。お三方が言っていた共通言語が、「連
携は弱みの補完。自分たちができないこととか、やれな
いこと、弱みにこの連携ツールを使うんだ」ということで
した。女性ならでは、という面もあるのかも知れませんが、
助けてもらえるコツ、あるいは連携できるコツをお話しい
ただきたいと思います。
▶ 大和　これは多分、人間関係でもそうだと思うんです
が、自分の得意なところを思いっきりやり、その分弱いと
ころを、それを得意とする人にやってもらうことによって、
弱いところに無駄なエネルギーを注がずに、得意なとこ
ろに強いエネルギーを出していけるし、1＋1＝２ではな
く、もっと大きいのが生み出されます。それがいろんな波
及効果も生み出していくんだと思います。
　取り組みの連携も本当にそうで、例えば資金もな
い、技術もない、あるのは荒れたフィールドだけといった
NPO は、まずは同じような目標や理念を掲げている企業
や団体を嗅ぎ分けていくわけです。それで、弱いところを
持っている企業や団体に声をかけて、連携したら、そこ
が「こんなすごいことをやっているんだよ。こんな素晴ら
しい企業なんだよ」と、いろんな場で発信していくことが、
私たち NPO のお返しなんじゃないかなと思い、そうした
つなぎ役になっていくことを心がけてやっています。
　もう1 つ、相手からいただいたお話は、基本的には無
償ではしないことにしています。学校でやっている授業
も、こちらから学校に提案していったのですが、「先生
たちは、準備をする時間も含めてお給料が出てますよね。
あなた方ができないことを、私たちが出来る技術やノウ
ハウを使って提供するのですから、ボランティアや、タダ
で使える業者だとは思わないでくださいね」と伝えてい
ます。企業は割と、そういうところを分かってくれますが、
行政とか学校は、茨城県にはそういう考え方の基盤がで
きていなかったので、そういったところから意識をつくっ
てきていました。私たちの連携が上手くいっている理由

は、お金を請求しているというところもあるのではないか
と思います。
▶ 寺川　そのとおりだと思います。「私たちはこれが得意
です。ちゃんとお金取ってやれるだけの自信があります」
というのが見積もりなわけで、単純に見積もりが書けるか
どうかは、非常にドライというか相手にとって分かりやす
いです。もちろん無い袖は触れないので、「そんなん無理
や」ってなればそこから話が始まるわけです。
　弱みという話で言えば、これは女性だからかというわけ
かどうか分かりませんが、「うちはお金が弱みです。お金
ないです」と、あっちこっちで言っています。ふだん見て
いると、自分たちの中には弱みもあるけれど、その弱みを
出さず、持ち種だけで完結しているところが多いような印
象を受けます。「弱いところはやらなくていいから、これ
だけでやろう」というのは、それはそれで調和的でいいけ
れど、結局悩みも解決できないというところもあります。「う
ちは、これが足らんねん、できないねん！」と大きな声で
言うことも大事かな、と。
　うちは通信を毎月出しているんですが、印刷費をまと
もに出すと、12 万円くらい掛かるんですね。予算チェッ
クすると、ギリギリいっても10 万円しかないんで、毎月
２万円ほど、協賛してくださるところを募集してますとい
うことを、半分冗談、半分本気で発言しておきます。
　そういうふうに、自分の弱みを自覚することが大事で、
外から見ていると、それを自覚していないところもあるん
じゃないかなと思います。それを自覚した上で発言して、
後はどこに助けをくれる人がいるかは、そっちの才能で探
さなきゃいけないわけです。
　もう１つ言うと、相手の弱みも握れれば、win-win の
関係が出来ます。学校とか企業と一緒にやる、そこに見
積もりを立てるというのはそういうことです。弱みって言
うとマイナスなイメージですけど、裏を返せば、それで
win-win の関係をつくるということなのかなと思います。
▶ 宮本　自覚のない甘えはダメで、甘えているんだ、と
分かっていればいいんだということでしょうか。深いですね。
▶ 二瓶　苫東・和みの森も「えんりっと」も、行政や企
業との連携はまだまだ弱いなと思っていて、いまの話を聞
いて「なるほど」って感じです。嗅ぎ分ける力というのを
訓練しようかなと思いました。
　それと私は、「うちにはこれがない。助けて下さい」と
いうことがあまり言えなくて。去年１年は営業を頑張って、
市役所で各課をまわって、「こんなことやってます。こう
いうことしたいんです」とアピールはしたんですけど、い
まのところどこにも届いてない感じなので、もうちょっと
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勉強したいなと思います。

３人のパネリストの気づきと課題

▶ 宮本　では時間なので、今日気づいた自分のところの
課題と、「こういうことをやっていこう」という気づきをシ
ェアして終わりたいと思います。みなさんもノートかなに
かにまとめていただきたいと思います。３人には、書けた
順番に発表をお願いします。
▶ 二瓶　【自分たちに足りていないモノ、そこを助けてく
れるような相手とつながる】
　本当に最後のところですが、私たちは自分に足りてい
ないところを助けてくれる相手を、もっと探さなくちゃい
けないなというのが、今日の私の気づきです。できれば、
こっちの弱みと、相手側の弱みを掛け合わせると上手く
いくようなところをよくリサーチするというか、そういった
ことをしたいなと思いました。
▶ 大和　【・エンパワーメント（権限譲渡）　・森のよう
ちえん】
　課題は、エンパワーメント（権限譲渡）ですね。里山

倶楽部さんが実現しているような独立採算制の事業にし
ていくというようなところを、しっかりと目指していきたい
と思います。それと、森のようちえん、またプレーパーク
のようなものをつくって、子育て世代の方々が「この場所
を使わせてもらえませんか」と言ってきやすいような活動
にしたり、場をつくったりといったことを進めていきたい
と思いますし、もっと自由に、「もっとこんな遊びができる
ようにしたい」という方々が参加できるような内容で発信
できるようにしていきたいと思いました。
▶ 寺川　【“お金”と言いすぎず、“楽しさ”“やりがい”
をあらためて追求する】
　実は今日、二瓶さんに子どもたちの楽しい写真をたくさ
ん見せてもらって、「そうやんね、原点は！」って凄く感
動したんです。大和さんは、最初はすごい目標を語られ
たでしょう？ そういうところって、うっかりポーンと飛ば
しちゃうんですが、それってやっぱり皆さんのやりがいの
話なので、これは反省やなと。「お金！」って言うとうける
んで言っちゃうんですが、「あ、これは言いすぎると、お
金の話ばっかりしてると思われるかな」と。お金だけでな
く、楽しいことややりがいも追求していますので、そこも
しっかりと忘れずに言わなければいけないし、追求するこ
とを忘れてはいけないなという反省点でした。
▶ 宮本　いやいや、今日は、掴み、広げて、落ちるって
いう役割がはっきりあったので、その役としては最高でし
たよ。以上を持ちまして、大喜利を終わらせていただきま
す（笑）。どうもありがとうございました。

最後に参加者全員が自らの課題と気づきをまとめ、パネリストは発表
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1 日目 閉会挨拶
日高 瑞記（公益社団法人 国土緑化推進機構 募金企画部長）

　皆さん、本日は大変お疲れ様でした。
　まず、ダイドードリンコの源様、ローソンの仙田様、大
変お忙しい中、企業サイドの取り組みをご紹介いただき、
ありがとうございました。それから、NPO の取り組みを二
瓶様、大和様、寺川様にご紹介いただき、パネルディス
カッションでは宮本様に全体の取りまとめをしていただき
ました。本当にありがとうございました。

●
　今日は募金の業務部、基金の業務部から、お金を使う
サイドの皆様に広報するお話をさせていただきましたが、
私どもの企画部は、企業の皆様や一般の国民の皆様から、
いかにして募金を集めるかという仕事をしています。
　そういう中、企業からの募金は相変わらずご協力いた
だいているわけですが、最近は各社内の社員の発案で、「そ
ういえば緑の募金があるじゃないか」ということで、企業
に募金をしていただくケースが多くなってきたように思い
ます。例えば、外資系で本社がサウジアラビア国営の石
油会社であるアラムコ・アジア・ジャパン株式会社では、「な
にか自分たちに環境活動で出来ることはないか」と社員に
意見を募ったところ、「森づくりがいい。それなら緑の募
金ということもあるんじゃないか」という話が出て、本社
の方からもOK がでたそうです。まだ振り込まれてはいま
せんが、10 万ドルの募金をいただくという、内々の話をい
ただいているところです。

●
　やはり、「緑の募金」によって森林づくりや緑づくりが

進んでいることがいろんな人の目に触れることが、「それ
なら手伝ってやろうじゃないか」という新たな募金につな
がります。それを皆様に還元することで、さらに森林づ
くりや緑づくりを推進していく、という流れができていき
ます。ですから、ぜひ皆様からも発信していくような形で、
森林づくりや緑づくりを進めていただければ、非常にあり
がたいと思います。
　昨日から３月末まで「緑の募金」「緑と水の森林ファン
ド」の公募を開始していますので、どんどん応募していた
だいて、ぜひ国民の皆様方にいただいた募金を有効に活
用していただければと思っております。また、皆様と一緒
に、我が国の緑、森林の育成に努めてまいりたいと考えて
おりますので、今後ともよろしくお願いいたします。
　以上を持ちまして、緑のボランティア活動助成セミナー
2018 の 1日目の予定をこれで終了させていただきたいと思
います。ありがとうございました。お疲れ様でした。
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緑のボランティア活動ポスターセッション および 緑のボランティア活動助成プログラム 個別相談会

▪ 緑のボランティア活動　ポスターセッション

▪ 緑のボランティア活動助成プログラム 
　 個別相談会

▪ 交流会

● ポスターセッション掲載団体（掲載順不同）

・NPO 法人月尾暮らし工房（福井県）
・公益財団法人トトロのふるさと募金（埼玉県）
・奈良・人と自然の会（奈良県）

・ゆりりん愛護会（宮城県）
・キッズ森づくり体験フォーラムひろしま（広島県）
・森の健康診断出前隊（愛知県）
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「森林ボランティアの進化と変化」
森林づくり活動実態調査
分析結果と今後

「実態調査」の成果

　実態調査の成果で一番参照されているのは、森づくり
活動をしている団体はどれくらいあるのか、ということで
す。活動団体数や活動規模の推移を明らかにしてきたこ
と、また、活動に対する課題と必要な支援はなにかを明
らかにしてきたことが、「実態調査」の成果と言えます。

● 対象団体数の推移は微減傾向

　実態調査の対象団体数は、1997 年は 277 だったので
すが、2012 年の調査では、3060 あることがわかりました。
2000 年代が森づくり活動団体の拡大期であったことが分
かったのが、実態調査の一番の成果だと思います。
　今回実施した調査では、活動団体数が 3005 と少し減
っています。2018 年に調査をしてみないと、本当に減り
つつあるのかが確定できませんが、どうも 2000 年代の拡
大期とは異なり、変化の時期にきていることが分かってき
ました。

● 活動目的「里山保全」と作業実績「下刈り」の浸透

　1997 年から調査を行ってきて分かったことの１つに、
活動目的として「里山保全をしよう」という団体や、作業
実績として「下刈りをしよう」とする団体が増えてきたと
いうことが言えます。また、多様化といったことも言われ
ていますが、「里山保全」は全団体の 80％が（2003 年は
59％）、「下刈り」は 71％が（2003 年は 55％）が行ってい
ることも分かりました。

● 「参加者確保」「資金確保」「連携の停滞」が共通課題

　共通の課題として挙げられるのは、「参加者確保」「資

「実態調査」のこれまで

　私は、この森づくり活動の実態調査を行うにあたって
の検討委員を務め、皆様にお答えいただいたアンケー
ト調査票の内容を検討したり、集計・分析等をしました。
その中でいろいろと課題が見えてきたのですが、それが
どのような形で表れてきたのかをご紹介したいと思います。
また、この調査は３年に一度行われていて、次回の調査
は来年行われる予定です。それを実施することになれば
という話ですが、今後の森林づくりに対する実態調査は、
このようにして行っていけばよいのではないかという案に
ついても、ポイントを絞ってお話したいと思います。
　森づくり活動に対する「実態調査」は、1997 年度から
行われています。調査主体はずっと林野庁が行っており、
特徴は、森林づくり活動団体で都道府県が把握している
全体に対して行うというところにあります。2012 年度の
み抽出調査でしたが、それ以外は全ての団体に調査票を
送って回答を求めています。
　2015 年度は、森づくりフォーラムがこの調査の実施主
体になり、「これまでのような単純集計だけではなく、ク
ロス集計をしてみよう」「調査から見えてきた結果につい
てフォローアップの調査をしよう」ということで、この２
年間活動してきました。
　この調査結果は、現在インターネットで公表されて
いて、2012 年度までの結果は林野庁のホームページに、
2015 年度の調査結果については、森づくりフォーラムの
ホームページに掲載されています。詳しい結果をご覧に
なりたい方は、そちらをご覧ください。

話題提供 ①

● 報 告 者

富井 久義
（筑波大学大学院）
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金確保」で、1997 年の調査当初から 50％の団体が示し
ています。この比率は少しずつ増えており、現在ではど
ちらも 70％程度の団体がこれらの課題を持っていること
が分かりました。
　また、今回のセミナーの課題の１つは外部の行政や企
業との連携ですが、ネットワークに参加する団体（2012
年 66％→ 2015 年 51％）や、他団体に対する支援や協力
をしているという団体（2012 年 49％→ 2015 年 36％）が
だんだん減ってきている停滞傾向にあることも分かりまし
た。

● 森づくり活動の中心は50～ 70歳代

　「高齢化傾向」も大きな課題ですが、私が試みに大都市、
地方都市、農山村と分けて分析してみたところ、森づく
り活動を実施しているメインの人は 60 歳代が半分を占め
ていることがわかります。その中で、大都市、政令指定
都市と東京 23 区に事務所がある団体では 70 歳代が多く、
町村部に事務所がある団体は 50 歳代の人が他に比べる
とやや多いという傾向が見えてきました。いずれにしても、
50 ～ 70 歳代が中心の活動なので、この先５～ 10 年経つ
とどうなるかわからないという不安があるのかなという傾
向が見て取れます。
　一方、企業等が CSR で行っている場合は当然、企業
の社員が中心ですので、相対的に 20 ～ 40 歳代の割合が
多くなるということが見えてきます。
　要するに、森づくり活動においては 40 歳代以下はほ
ぼまれということです。昨日のシンポジウムでは、若い人
が集まっている事例が報告されて、それは非常に重要な
のですが、一般に多くの団体は 50 歳代が若手なのです。
60 歳代になって一人前、70 歳代以降でも十分活躍でき
るという傾向になっていますので、「若い人が欲しい」と
いって 20 ～ 40 歳代ばかりを狙うよりは、50 歳代の人も
重要だということが傾向として見えるのではないかと思い
ます。

● 「企業や行政、地域との連携」「後継者育成と活動の継
　続」「新規参加者の獲得」が近年の課題に

　このように見ていくことで、近年の森づくり活動の課題
が見えてきました。これが今回のセミナーのテーマである

「企業や行政、地域との連携」「後継者育成と活動の継続
（世代交代・継承）」「新規参加者の獲得」ということにな
ります。
　また、詳しくは紹介しませんが、この他にも「資金集め」

「資源・フィールドの活用」「地域活動への展開」「技術・

安全の確保」といったことも課題になっていることが分か
りました。
　この点については、調査を行った翌年である昨年度と
今年度にかけて、定期的に活動をしている団体に聞き取
り調査を行い、これらの課題を解決している団体の事例
を調べています。今年度の分はまだまとまっていません
が、昨年度の結果は森づくりフォーラムのホームページに、
報告書『森づくり活動の一歩先を目指して』というタイト
ルで掲載されていますので、関心のある方は閲覧してみ
てください。

「実態調査」の課題と次回調査の方針（案）

　ここからは、次回の調査をどうしたら良いかを考えてみ
たいと思います。

● 調査票の手直し

　2015 年までの調査では、1997 年に作成した調査票を
ベースに、それをバージョンアップするかたちで進めてき
ました。それはそれで重要なことでもありますが、もとの
調査票は、1997 年時点の約 300 団体の動向を把握するた
めのもので、その目的は、森林整備の実態として量的に
どれくらい行っているのかを把握することでした。また林
野庁は、政策提言に向けて、どういう課題があり、どうい
う支援をしていったらよいかを活動団体に聞くという側面
もありました。
　しかし、1997 年から状況は変わってきています。１つは、
2010 年代に入ると約 3000 団体が活動しているということ
で、活動団体数が約 10 倍になっているわけです。そうす
ると、300 団体を調査していた時とは調査票の内容を変
えていかなければなりません。具体的には、森林整備を
メインとしている団体だけではなく、森林を利用した活動
をしたいけれど、その中で森林整備も少し行っているよう
な団体が増えています。昨日の事例報告でも、「森づくり
から一番遠い人を呼んで活動している」といった団体が
ありましたが、そういう団体も 3000 団体の中に入ってい
るということを認識し、そういう団体にも答えてもらえる
ような調査票をつくる必要があるということです。
　また、昨日は「活動メニューが増えてきている」という
話もありました。そうすると、「今度はどう支援していっ
たらよいか」という調査より、それぞれの団体がどういう
ビジョンを持って活動をしているかということに照らして、
その中でどのような課題があるのかについて考えていけ
るような内容に変えていく必要があるということです。
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● 2018年度調査の方針

　具体的にやるべきこととして、森づくり活動団体の定
義を少し変えるということがあります。1997 年からずっと
続いている調査ですから、その継続性は大切ですが、そ
の継続性を担保した上で、活動の裾野が拡大している状
況を視野に入れるということです。また、300 団体であれ
ば一緒にまとめて分析できましたが、3000 団体もあると、
その中には様々なタイプの活動団体があると考えられる
ので、類型化についても考える必要があります。
　一方で、実はもう１つの課題として、調査票が答えづ
らいのではないかということが挙げられます。もっと簡単
に答えていただけるような調査票をつくらなければいけな
いと考えていますが、これについて技術的なことになりま
すので、内容については省略したいと思います。

● 森づくり活動の近年の展開と裾野の広がりに対応

　森づくり活動は、当初は都市住民による人工林あるい
は里山の育林ボランティア、山主さんが使わなくなって放
置された森林を手助けしようとするかたちで始まりました
が、現在はそこからどんどん展開し、裾野を広げています。
　例えば、森林整備をしている団体の中でも、作業内容
がどんどん高度化していて、資源搬出とか資源を活用し
ている団体や、少数ですが主伐まで行っている団体まで
出てきています。また、指定管理を受けたり、行政から
業務委託を受けたり、企業の CSR 活動の支援を行ったり
というかたちでも活動が広がっています。さらには、森づ
くり活動をしているのは都市住民に限らず、地域住民に
よる活動も増えています。そして企業による社会貢献活
動も浸透してきているのが近年の傾向となっています。
　活動の裾野の広がりとしては、森林資源やフィールド
を利用した活動や、街・地域づくりの一環として行われ
る市民の森づくり活動等が出てきています。もう少し視野
を広げると、非営利の森づくり活動ではなく、営利的事
業にどんどん接近してきていて、ソーシャルビジネス等を
行ったり、バイオマス利用をしたり、自伐型林業をしたり
といったこともあって、このような森づくり活動と仕事と
しての森林づくりの境界線が非常に曖昧、あるいは見え
づらくなってきています。こうした部分も入れて質問事項
を作成すると非常に複雑になるのですが、ソーシャルビ
ジネスやバイオマス利用くらいまでは入れ込んだ調査票
をつくったほうがよいのではと、個人的には考えています。

● 森づくり活動の定義の見直し

　森づくり活動の定義というのは、従来は「非営利、自

発的に、目的とする森林を造成、維持するために、植え
付け、下刈り、除伐、間伐、枝打ち等の作業を行うこと」
とされていて、営利目的として行われる森づくり活動は除
くということになっていました。これだと、森のようちえ
ん活動の中で森林整備をするといったものは、森づくり
活動には入ってこないことになります。
　この定義を少し手直しして、森林資源・フィールドを
活用し、一般市民に開かれた諸活動を森林内で行うため
の森林整備活動も対象に含めようと考えています。微妙
な変化ではありますが、これによってもう少し網を広げて
いければよいのではないかと思っています。
　つまり、これまで調査対象になっていたのは、ボランテ
ィア、NPO、任意団体による森林整備活動と、企業、協
同組合、あるいは林研グループなどによる非営利の社会
貢献活動を目的とした森林整備活動だったのですが、そ
こから少し範囲を広げて、森のようちえんとか自然学校的
な活動をしている団体による、環境教育活動などの目的
に付随して行われる森林整備活動も、森づくり活動に入
れていくということが、今後重要になってくると考えられ
るわけです。主たる活動として森林整備活動を行ってい
る団体だけではなく、従たる活動として森林整備を行っ
ている団体もあるわけで、今後はこの傾向を抑えていく必
要があると考えています。
　また、活動団体類型の検討、活動ビジョンや成果を尋
ねる質問というものも考えていますが、この辺についても、
調査に答えた経験や、「もっとこういうことを聞いてほし
い」ということがあれば、ぜひご意見をいただければと思
っています。次年度の調査は 10 月頃に行われる見込みで
すので、早い段階でフィードバックいただければありがた
いと思います。
　私からの報告は以上です。
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森林ボランティアの未来

よこはま里山研究所（NORA）の目的は
里山保全を通して暮らしの質を高めること

　今日のお題は「森林ボランティアの未来」ということで
すが、あまり森林ボランティアにこだわらないで話をした
いと思います。先程、富井さんから、「森林ボランティア
という活動自体を、少し裾野を広げて見ていった方がよ
い」という話もありましたので、それを踏まえた話をした
いと思います。
　まずは簡単に自己紹介させていただきます。私は、恵
泉女学園大学というところで教員をしていて、コミュニテ
ィサービスラーニングという、ボランティア活動を通した
体験学習等を担当しています。また社会活動として、よ
こはま里山研究所の代表をしており、森づくりフォーラム
が行っている“実態調査”の検討委員にもなっています。
　まずは、私が代表を務めている、よこはま里山研究所

（通称 NORA（ノラ））の活動を紹介したいと思います。
NORA は 2000 年に設立し、2001 年に法人格を取得して
います。全国に森林ボランティア、里山保全の団体がた
くさんありますが、NORA は都市住民が中心となって活
動を行っていますので、里山保全だけではなく、保全を
通して私たちの暮らしの質を高めていくことを目的として
います。会員数は 100 名程度で、私のような 40 歳～ 50
歳代が中心の団体です。
　里山を民俗学的に捉えると、中心に集落があり（ムラ）、
周りに田んぼや畑、沼があり（ノラ）、その周りに林野が
あり（ヤマ）、その先にオクヤマがあるかたちです。都市
住民の場合、もちろんムラ、ノラ、ヤマの連続性は残っ
ていないのですが、NORA は、ヤマ仕事やノラ仕事に出

話題提供 ②

● 報 告 者

松村 正治
（NPO法人よこはま里山研究所 理事長）

かけ、ムラをつくり、非日常的なハレの日を楽しむ生き方
をして、イキモノが豊かになるという事業に取り組んでい
ます。「ヤマ」「ノラ」「ムラ」「ハレ」「イキモノ」の中に
それぞれ個別の事業が入っていて、多いときで一月に 30
くらいの事業を行っています。具体的には、「ヤマ」とし
て山仕事（森林・竹林の保全、木材の有効活用）、「ノラ」
として野良仕事（農地の保全・活用）、「ムラ」としては「は
まどま」というフリースペースを拠点としたコミュニティ
づくり（野菜の市や食事会、竹細工教室、土間仕事など）、

「ハレ」としてイベント出展、そして「イキモノ」として里
山探索や自然観察等を行っています。
　都市の場合、ムラ、ノラ、ヤマで言うと最初にヤマが
荒れ始め、地主が管理をしなくなりました。次にノラが荒
れてきて、都市農業も休耕地化していきます。そこのとこ
ろをどうしていくかについて市民が参加して、市民自治を
進めていく枠組みをつくっていこうとしているのが NORA
というわけです。

森林ボランティアのこれまで

　いまにつながる森林ボランティアや里山保全の市民運
動は、首都圏を考えると 80 年代から始まっていると思い
ます。90 年代には、例えば「第１回全国雑木林会議」や「第
１回森林と市民をつなぐ全国の集い」が行われ、また全
国的には「森づくりフォーラム」が、横浜には「よこはま
の森フォーラム」ができるなど、ネットワーク団体ができ
はじめました。95 年はボランティア元年であったこともあ
って、90 年代は爆発的に広がっていったと言えます。そ
れを支援するような、森林ボランティアや里山保全に関す
る本もさまざまに出版されました。
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　2000 年代に入ると、例えば里山を保全するということ
も国家戦略として位置づけられるようになりました。2010
年に名古屋で開催された生物多様性条約 COP10 では、

『里山イニシアチブ』ということで、世界にそうした姿勢
を発信していますし、林野庁も森林ボランティア支援室
を 2003 年に立ち上げ、2013 年からは森林・山村多面的
機能発揮対策交付金でボランティア団体の活動の支援が
図られています。このように、2000 年代になってからは、
行政による支援や事業が進んできています。
　ふりかえると、80 年代に運動として始まり、90 年代に
は全国に広まり、2000 年代からは行政が後押ししてくれ
るようなったということです。

森林ボランティアのいま

● 「メンバーの高齢化」といった課題が解決されない理由

　先程の富井さんからの話にもありましたが、今日にお
いて森林ボランティア活動は、だんだんと縮小している
のではないかと言われています。中には活動内容の多様
化、高度化ということもあるのですが、「メンバーの高齢化」

「スタッフの活動資金確保」といった課題は解決されてお
らず、課題として挙がり続けています。ここになにか問題
があるのだと思います。
　これらに対しては、いろいろな見方があります。例えば、
活動団体が増えていないことに対しては、「本当にそれが
問題なのか」という提起をしている方もいます。リーマン
ショックや東日本大震災以降は、都市生活の脆弱な暮ら
しよりも、地域に根差した農山村の仕事や暮らしをする
人々が増えているのではないかということです。地域おこ
し協力隊などの地方創生策の支援もあって、確かに田園
回帰の兆しも見えています。90 年代くらいまでであれば、
森や山村というと森林ボランティアという入口しかなかっ
たかもしれませんが、いまはいろいろな支援策があって、
いろいろなやり方で入っていっているので、それはそれで
よいのではないかという考え方もあります。
　私は、それでもやはり、なにか解決できない理由があ
るのだと思います。その１つは、その課題がまだ深刻だと
思われていなくて、解決に向けての団体の本気度が足ら
ないということです。これでは、そのうち解決する体力が
なくなってしまい、団体自体がなくなってしまいます。２
つ目は、行政などの活動支援策が、団体が抱える構造的
な問題まで届いていないということです。活動に対しては
支援されますが、それでは活動自体が目的化してしまい、

構造が変わっていくための支援にはなりません。３つ目は、
世代交代したいと言っても、活動団体が若い人のニーズ
に合っていないのでは、といういうことです。

● ハードルを下げれば若い人たちも参加する

　では、そうした課題に対して NORA がどのようなアプ
ローチをしているかと言うと、例えば 2012 年からは「よ
こはま里山レンジャーズ」という事業を行っています。こ
れは、自然環境復元協会という別の NPOと協力してい
る活動で、いわゆるレンジャーというボランティア登録制
度を持っています。約 2200 人がボランティア登録をして
いますが、その人たちに「週末にここで自然環境を保全
するボランティア活動がある」と発信すると、20 ～ 30 歳
代の方が多く集まってきます。ここで大事なのは、実は若
い人たちは森に入りたくないわけではない、ボランティア
をしたくないわけでもない、ということです。では、何で
入ってこないかというと、高齢者ばかりいるグループに若
い人が１人で入ることが、非常にハードルが高いのです。
ならば、同じ思いをもってボランティア登録をしている人
を 10 人まとめて連れていくことでハードルを下げてしま
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おうということです。そのようにして、若い人たちが参加
しやすい環境をつくっています。
　このレンジャーズは、首都圏全域でのプロジェクトなの
ですが、私たちは横浜でのコーディネートを行っています。
合計６つのエリアに年間通して 12 回ぐらい、レンジャー
ズの人たちを連れていっています。「週末にどこどこでボ
ランティア活動がありますよ」とメールで伝え、10 ～ 15
人で締め切って、その人たちに「日曜日にどこどこに来て
ください」と連絡をします。当日はボランティアリーダー
がそこに来て、参加者を一緒にフィールドに連れていっ
て活動をします。一体感を出すため、ユニホームもつくり
ました。実際に参加してくるメンバーも比較的若い人が
多いので、大切なのはハードルの低さだと思います。
　この活動は、基本的に午前中で終了するようにしてい
ます。午後まで実施すると疲れてしまいますし、むしろ「も
う少しやりたい」という気持ちを残して終わらせた方が、

「また次も来たい」という気持ちになると思います。また
若い人たちが来ると、地元のボランティアの方々が歓待
して、「あれ食べろ、これ食べろ」というようになって疲
れてしまい、その疲れが次の日の仕事等に影響してしま
うので、ちょこっとボランティアをして気持ちよくなること
を勧めています。
　ただ、これだけだと物足りなくなってくる人もいるので、
ボランティアリーダーを育てる育成講座も、スキルアップ
のために実施しています。これは、イギリスのリーダー
養成プログラムを、日本環境保全ボランティアネットワー
クという団体が日本版にしたマニュアルを使ってやって
います。

● ボランティアからシゴトへ　

　こうして若い人たちを入れて世代交代を図るべく取り
組んでいるのですが、実は「あまり上手くいっていないの
では」と個人的に思っています。そうしたアプローチだけ
ではダメだと言うことです。
　3.11 後の現在、もっぱら消費だけするのではなく、出来
るものは自給して、手が届きにくい政治や経済に左右さ
れないで自律的に仕事や暮らしをつくっていこうという動
きは、田園だけではなく都市近郊でも強まっています。里
山資本主義に代表されるような動きかもしれませんし、最
近は森のようちえん、森林セラピー、フォレストアドベン
チャー、獣害対策といったように、森林にこれまでの森
林整備とは違うアプローチをしている人たちが増えていま
す。また一部では、都市近郊で新規就農したり、新しい
森林環境教育で起業した人たち、あるいは週末マルシェ

のように手づくりしたものを販売するといった活動をする
人も増えていて、自分たちのスキル、手元にある素材を
活かして、それを仕事につなげています。
　そういうことを踏まえて、最近はボランティアの世代交
代ということだけではなくて、ボランティアからシゴトへ
というアプローチも行っています。
　都市近郊、特に多摩丘陵では、優れた里山の多くは公
的な緑地保全制度の中に置かれています。そこではボラ
ンティアの活動が推奨されるのですが、若い人たちがず
っとボランティアだけでやっていけるかというと、将来が
不透明な現代では無理だろうと考えています。環境意識
がとても高くても、ボランティア活動だけでは続きません。
何かしらの小遣い稼ぎでもいいので、それをシゴトにつな
げていくことを少し考えていかなければならないと思って
います。
　もう１つ、最近は NPOというスタイルではなく、株式
会社とか一般社団といった法人格を選ぶところも増えて
きています。それは、シゴトということを明らかにイメー
ジしているからです。

● 公から民へ　

　そう考えていくと、行政との連携も大切になっていくの
ですが、公的な制度の下では「火や刃物は使ってはいけ
ません」とか言われてしまいます。これは里山文化を継
承する上で大きな制約になります。
　民有地であれば、自然学校、森のようちえん、製材加工、
木工品の販売なども可能になりますので、最近私たちは、
行政との連携を少し遠のけて、役所が管轄する公有地で
の活動から有志による信頼ベースの民有地での活動へと
シフトしてきています。

森林ボランティアのこれから

　これまでの話を少し整理すると、人々と里山、森との
関係は、例えば高度成長期の前であれば、農家が里山に
ヤマ仕事、ノラ仕事で手入れをして食やエネルギーを得
ていたという時代があり、90 年代は、それに市民ボラン
ティアが入ってきて「生きがい」「やりがい」を得てきた
時代です。けれど、これは担い手の高齢化が進むと持続
できません。そこで近年は、社会的起業家や新規就農者
がそこに入ってきて、新しい生態系サービス事業を行う
環境教育や健康福祉、街づくりなどの新しいビジネスを
展開してきている、ということです。
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● 「シゴトづくり」のフレーズがキャッチーな時代に　

　2016 年 1 月、「まちの近くで里山をいかすシゴトづくり」
というキャッチフレーズでワークショップを行いました。
水曜日に 2 週続けて行ったのですが、おかげさまで延べ
140 名の方々が集まりました。このフレーズが非常にキャ
ッチーであり、関心があることがわかったので、早速プロ
ジェクトチームをつくり、現在は 100 人ぐらいの方々が参
加しています。いま、時代は会社から個人、組織からチ
ーム、所有からシェアという形態になっています。このプ
ロジェクトチームは、その中で里山の資源や空間を活用し
た社会的起業を支援するプラットフォームづくりを目指し
ています。
　いま、私がシゴトづくりのために取り組んでいるのは、
人々のネットワークづくり、活動を支える理念づくり、人
と情報が集まるサイトづくりです。例えば、1 月には「ま
ちの近くの里山をいかすシゴトづくりフォーラム」という
かたちで、ツリークライミング、森のようちえん等に取り
組んでいる方々に来ていただきました。最近の方々は、「森
と踊る株式会社」とか「原っぱ大学」とか、ネーミング
からして違います。つまり、ターゲットが違ってきている
のです。

　また、例えば「自然体験・環境教育」といったテーマ
を決めて実践者の人たちに集まってもらい、ゼミナール形
式で実際に皆さんが取り組んでいることを話してもらった
りしています。このゼミナールをこれまで 3 回実施して思
ったことは、「こうしたことで専業で食べていくには、まだ
まだハードルが高いな」ということです。
　一方で、仕事観やワークライフバランスを考えれば、
すでに取り組んでいる人もたくさんいます。「年収 300 万
円でも、パートナーと一緒になんとか食べている」と言う
人もいます。これは仕事観の違いです。「いくらもらえな
ければ仕事じゃない」というのも「一人で稼がなければ
いけない」というのも、仕事観の違いです。また、つくる
ことを楽しんで支出の少ない暮らしをしていくことを目指
すのであれば、一番気持ちよく暮らしていける収入と支
出のバランスをどうすればよいかといった選択ができる時
代になってきているということです。
　ここまでお話ししてきたような私の思っていることや、
多摩丘陵で行っていること等を発信するために Web サイ
ト『里山コネクト』もつくりました。こちらも参加している
人は若い方が多いです。

● やりたいこと、出来ること、必要となれることの
　バランスが大事　

　こうした動きは、森林ボランティアだけをターゲットに
したら非常にもったいないと思います。森林の近くにある
田んぼや畑を活用したいとか、エネルギーを自給したいと
いう人もいるし、マルシェに参加したいという人もいます。
そういう人たちもターゲットになると思います。また、ボ
ランティアだと外れてしまうところも、シゴトであれば一
緒に取り組めますという人もいます。森林とボランティア
を掛け合わせてターゲットを狭めてしまうのではなく、む
しろつなげて広げていったほうがよいと思います。
　また昨日の話でもありましたが、いろいろな人を取り込
もうと思うと、敷居を下げたりとか楽しさを前面に出す必
要がありますが、一方で、社会貢献・環境貢献をしたい
という気持ちは確かにあると思います。敷居の低さ、間口
の広さといった、いろいろな方向から関わってもらえるよ
うにすることが、新しい人を取り込むチャンスになるのは
間違いありませんが、そうすると、その団体の中心となる
価値とはなんだ、という問題も出てくるでしょう。団体の
中でいろいろと議論しながら、これまで守ってきた価値や
文化があるはずです。それを新しい人たちとどうやって
共有していくのか。もちろんこれも、バランスが必要なの
だと思います。

図  人々と里山の関係

高度成長期以前

山仕事・野良仕事

食・エネルギー
（米・野菜・薪炭など）

里山農家

1990年代～現在

ボランティア保全活動

生きがい・やりがい

里山市民
ボランティア

★ 担い手の高齢化が進むと持続できない

2010年代～

資源・空間の活用

新しい生態系サービス事業
（環境教育、健康福祉、まちづくり等）

里山社会的起業家
・新規就農者

★ 里山をいかすシゴトづくりへ
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　また、多くの人が自発的に参加するということがボラン
ティア団体の良いところだと思いますが、一方で、それば
かりをずっとやっているとシゴトにつながる専門性をどう
やって身につけていくのか、という面もあります。ボラン
ティアコーディネートも非常に大事な専門性ではあります
が、では森林ボランティアの専門性というのはなんでしょ
うか。私たちは、あたり前のように自分を「普通の人たち」
だと思っていますが、他の人たちからは、ボランティア
をする人たちを怪しい人と見られることも少なくありませ
ん。だからこそ、「私たちには、こういう専門性があります」
ということを、客観的に説明できた方がよいと思うのです。
　昨日は連携の話もありましたが、もちろん連携は非常
に大事ですし、活動の幅を広げてくれます。その一方で、
いままでであれば団体の中でツーカーで通じていたもの
を、説明をしなければいけなくなるわけです。特に、助成
をいただいている場合などは、領収書等のこまごまとした
資料を出さなければならなくなります。その付き合い方も
バランスだと思います。やりたいこと（want）、出来るこ
と（can）、必要となれること（need）のバランスです。
　結局、やはり正解はないと思います。だからこそ、ど
こかで私たちはそれぞれ、決断をしなければいけないし、

決断したことをしっかりと覚えておく必要があります。決
断するということは、そこに飛躍があるのです。だから、
成功も失敗もします。苦しくなったら、やり直せばよいの
です。

● 森林ボランティアの価値は
　これからの時代を生き抜く力を培えること　

　最後に、森林ボランティアの未来ですが、私は森林ボ
ランティアに非常に可能性を感じています。特に若い人
たち、学生たちとつきあっていく中で思うこととして、彼
らには未来が見通せません。昔のように経済が成長し続
け、収入が右肩上がりで上がっていくことは、もうないと
思います。そのような不透明な未来を生きていくためには、
森林ボランティア活動を通して培われる力が生きてくると
思います。
　私たちの社会ではこれまで、お金を稼ぐ力をずっと身
につけようとしてきました。しかし、それだけでは社会が
十分に安定することはなくて、やはり環境をつくる力、社
会をつくる力が大切なのだと思います。では、それをどこ
で学ぶのかということですが、私自身は、森林ボランティ
ア活動で身につけさせてもらったと思っています。そして、
それさえあれば、実はこれからの不安定な世の中がどう
なろうと、おそらく生きていけるだろうと思います。それ
こそが、森林ボランティアの大きな価値だと思います。
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 ～躍動する団体に共通するポテンシャルとは！？～
 テーマ ①
 次世代に継ぐ森林づくりのための
 「企業・行政・地域との連携」

る中で、行政からみたら市民はどういうふうに見えるの
か。例えば頑固な団体に見えたり、「市民からは見放され
ちゃっているかな」という思いがあったり、いろいろあって、
取っ付きが上手くいかない。だから今日の分科会は、「婚
活みたいなものだよね」ということから始まりました。
　「なにを求めているのか」という話を聞いていくと、お
金とか人材とか、いろんな要望が出てくるのだけれど、
今回は特に行政に特化した話になりました。

● 「危ない公務員」を探す嗅覚が大事　

　私はそのファシリテーターとして、本当は一番ふさわし
くないのかもしれません。なぜかというと、行政に期待し
ていないから。「行政は後からついてくるものだ」とずっ

と思ってやってきて、事実、行政は後
からついてきました。そういう感覚が
あるから、実はこの 90 分間、違和感
がずっとありました。
　私は「陳情型なんてもっての他」と
思っています。「それよりも、危ない公
務員、怪しい匂いのする公務員を役場
の中で探して歩いた方がえぇぞ」とい
うことで、私もそうしてきました。行
政とつるむときは、危ない公務員とつ
るみました。それって案外重要な部分
で、そこの嗅覚がすごく大事です。「ブ
ツブツ言いながら役所の中を歩き回る
と、いつか誰かが引っかかってくる」
と私はいままでもよく言ってきました。
そこに引っかかってくるところから突
破口を開いて、どこの役場にもいる怪
しい人たちがつながってくると面白く

● 今日の分科会は婚活みたいなもの　

　第１分科会は、「企業・行政・地域との連携」がテーマ
でした。
　まず、傍聴を含めると20 人、発言者は 15 名の方たちに、
それぞれ自己紹介を兼ねて「ドヤ！」という自慢を言って
もらいました。それから「トホホ」の悩み、課題を聞くと
いうかたちで、それぞれお話ししていただきました。特
に課題については、私たちのグループでは、行政と NGO
のどちらもいましたから「2 人合わせれば、それで終わり
だな」ということで（笑）。
　「行政がやってくれない」「行政はやろうとするのだけ
れど、市民がついてこない」といった情報にも偏在があ

テーマ別セッショントーク

● ファシリテーター ＆ 話題提供

丹羽 健司
（森の健康診断出前隊 代表）

丹羽 健司さん（全体共有にて）
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なる、ということがすごくありました。

● 行政区域を越えた広域で情報を交換することで
　突破口は開けるのではないか　

　いろいろと課題はあって、行政はやってくれないと同時
に、行政はやろうとしてもなかなか動かない等々があります。
　でも、私たちの課題は「それって行政の問題なの？」
とも思います。もちろん、お金と人材は欲しいけれど、そ
れは行政に言うことではないような気もしました。実は研
究者の方たちも縦割り行政の中で悩んでいるっていうこと
もあります。
　それならば「混ぜると危険」じゃないけれども、多様
な人、全然違う分野の人がくっついて話を進めていけば、
上手くいくのではないかと私は思います。地域を越えて、
私たちの場合は流域と言っていますが、県と市町村の境
界をすっとばして動いていくと、行政間が比較されるのを
嫌う、あるいは怖がる部分もあります。それを見る面白さ
もあるのだけれど、より広域な市町村や県を跨いだ集ま
りをつくっていく中で出会いが出来て、情報が出来ていき

ます。「比べられることを嫌うならば、もっと比べてみよう。
行政の対応の森の健康診断をやればいい」といったよう
な話もでました。
　それから他業種間、研究者の話もそうだし、学校教育
と森林ボランティア活動を混ぜたりとか、要するに、役場
からすると分野の違うモノを混ぜることで、逆に前に進む
かもしれないといった話も出ました。

● いろんな取り組み事例を共有し交換し合う中に
　連携の答えはある　

　要は、県や市町村といった行政管轄を越えて動いてい
く中で突破口が開けるではないか、その会合を自分らの
住む地域より広い地域の中で行っていくことで、ノウハウ
は交換できるのではないかというのが、私たちの中の議
論の１つでした。
　連携についての答えなんかどこにもありません。それ
でもいろいろな取り組み事例を共有し、交換し合うところ
に本当の答えがあるのかなと思いました。
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 ～躍動する団体に共通するポテンシャルとは！？～
 テーマ ②
 次世代に継ぐ森林づくりのための
 「後継者育成と継続的な取り組み」

りますし、あとは活動資金の問題ですね。それと１つのプ
ロジェクトとしては「ゴールや期限を決め、一旦辞めても
いい」じゃないかと。昨日、寺川さんはスクラップ＆ビル
ドという言い方をしていましたが、そういう見直しも必要
でしょう。また、参加してくる人たちが、「楽しいと実感
できる活動」「やりたいことを確認」「やりたいことを実現
するグループをつくっていく」「“学べる”をプラスする」
といったことで自己実現できる場というのが、昨日のキー
ワードだったかなと思います。
　それと昨日の寺川さんのお話では、「独立採算制のグル
ープ化をしてそれぞれの中で運営し、新しいことにどん
どんチャレンジすることで、新しい関係性や刺激が生ま
れる。そういうところで新しい人が入ったり、時代に対応
したような活動が出てくる」ということでした。継続的な
取り組みとしては、１つのことをずっとやることも大切で
すが、いろんなことにチャレンジしていくことが特に重要
なのではないかと感じました。

● 外に向いての発信、連携もポイント

　また、いわきの森に親しむ会の事例からは、段階に応
じて活動を広げていくという事例を教えていただきました。
最初は自然観察から始まり、「そのためにはフィールドを
整備しなくちゃ」ということで山仕事をはじめ、そうする
と「山には来たいけれど山仕事に向いてない人」がでて
きて、それならばと畑をはじめたといったお話で、こうし
た「段階に応じた活動の発展」ということもポイントなの
かなと思いました。
　また、いわきの森に親しむ会は、「森の学校」に指定
されて「ろうきん」から資金提供を受けることになるので
すが、それは、活動を閉じてないで外に向かって発信し、
新しいことにチャレンジしてきたことが、そういうことに

　テーマ②は 20 名くらいの方にご参加いただきました。
　進め方としては、まず、いわきの森に親しむ会の松崎
さんにご報告いただき、その後にキーワードをちょっと共
有してから、後継者育成に関心のあるグループ、継続的
な活動に関心があるグループに分かれました。ホワイトボ
ードの、向かって左側半分は「後継者育成」に関するポ
イント、右半分が「継続的な取り組み」に関するポイント
です。

● 「権限の譲渡」「ステップアップの仕組み」が
　後継者育成を意識したときのポイント　

　後継者を育成しようということであれば「価値観を押
しつけない」。中には「押し付けた方がいい」という方も
いましたが、分散してグループごとに活動していけばい
いという中では、それも１つかなと思います。そうなると、

「組織として団体のビジョンは崩さない」というところとの
バランスがポイントになるのかなと思います。
　それと「居場所を見つけてもらう」「活動の場を教育
的な場に」とか、黙っていては後継者は出てこないので

「やってみない？」と声をかけることも必要なことだな、と。
「やらないとまずいぞ」という脅しもあっていろいろです
が、「期待はし過ぎない」ということです。昨日のパネル
ディスカッションで宮本さんがまとめられていましたけれ
ど、「権限を委譲する」とか、昨日発表された女性お三方
の事例でいうと、活動から運営者サイドに巻き込んでいく

「ステップアップの仕組み」などが、後継者育成を強く意
識した時のポイントとして出てきました。

● 常に新しい取り組みへのチャレンジを　

　「継続的な取り組み」について、「地域のニーズに対応
する」というのはそもそも論で、山主さんの意向などもあ

テーマ別セッショントーク

● ファシリテーター

鹿住 貴之
（認定NPO法人JUON（樹恩）NETWORK 事務局長）

● 話題提供

松崎 和敬
（NPO法人 いわきの森に親しむ会 副理事長）
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結びついたのかなと思いました。
　あと、いわきの森に親しむ会もかなり高齢化が進んで
いるのですがも、若い団体と連携したりしています。外と
の連携というのもポイントだったと思います。

● 技術や職人の伝承も課題

　今回のテーマは、後継者とか組織とか活動の伝承だっ
たのですが、技術の伝承、職人の伝承ということも課題
で、これはこれで考えなければいけないという話もありま
した。それと、もう子どもの世代は難しいから、孫の世代
にカッコイイおじいちゃんの姿を見せようという「カッコイ
イおじいちゃんプロジェクト」をやったらどうかという意
見もありました。

● 考慮しなければならない課題も多様

　グループに分かれてからは、自分たちが抱えている課
題について具体的に「明日からなにができるか」を考え
てワークしていただきました。その中で、「やっぱり人と
資金の確保が大切」ということ、また学生の団体の方も
参加していたのですが、「学生は 4 年で変わるので、また
ちょっと違う事情がある」とか、山も成長して主伐期に入
ってきたり、広葉樹も15 年サイクルで伐れるようになっ
てきたりといった、「木の成長によっての活動展開も課題

になってくる」といった意見もでていて、継続した活動を
考える上で、考慮しなければならないこともいろいろある
ということです。また、「活動に参加する人は多いけれど、
リーダーをやる人は少ない」というのは、どこの団体でも
抱えている問題だと思いますが、そういうことも出まして、
そうしたことをポイントにしてから、これからも考えてい
こうということを話し合いました。

● 後継者育成と取り組みの継続が目的ではなく、
　あくまで、そのフィールドが保全されることが大切

　最後に、今回は「後継者育成と継続的な取り組み」が
テーマでしたが、もちろんそれは一生懸命頑張るにして
も、そのことが団体の目的ではありません。あくまでも大
切なのは、そのフィールドがちゃんと守られていくことで
あり、その活動を待ってくれている子どもがいるとか、そ
ういう意味でのフィールド、活動の継続が大切なのです。
　ですから、もしどうしても組織が継続できないのであ
れば、もうやめちゃってもいいんじゃないのか、フィール
ドと活動が継続されるようなつなぎができれば、自分たち
の後継者育成や継続的な取り組みは無理しなくてもいい
のではないか、ということもあるでしょう。そんなことで、
皆さんで少し気が楽になったところで、一生懸命頑張っ
て取り組んでいこうということで終わりました。

鹿住 貴之さん（全体共有にて）
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 「新規参加者を獲得するためのポイント」

くれるかもしれませんが、すぐに他のところへ行ってしま
います。留学で身につくものに比べて、ボランティア体験
ではどんな成長ができるのか、それについて語る言葉が
なければ、またその体験が響かなければ、新規参加者の
獲得といっても無理なのだろうなって思いました。
　20 代の初めの頃は、本当に忙しくてなかなか参加でき
ないけれど、20 代後半～ 30 代くらいからだと、自分がど
うやって生きていくのかを考えるようになります。そうい
う人たちが、自己実現とかを考え始めるわけです。
　そういったニーズは広がってきています。そういう人た
ちは、実は森林ボランティアをいままで支えてきた層とス
キル的にはあまり変わりません。むしろ、目指しているこ
と自体はもっと広がってきているのかもしれません。森だ
けではなく、農作業もしたい、海での暮らしもしたいとい
った人たちがいて、そういう人たちは潜在的に増えてき
ていると思います。これだけ社会が不安定になっていて、
3.11も経験してきている中にあって、森林ボランティアで
身に付けられるいろんなスキルや、そこで出会う仲間は、
ものすごい財産のはずなのですが、そのポテンシャルを
上手く活かしきれていないような気がします。

● 獲得したい人たちにマッチしたデザインも必要
　それができなければ、できる人に頼もう　

　そういう人たちがなにを求めているかをちゃんと捕まえ
て、その人たちに届けられるコミュニケーションツールを
持っていれば、問題ないのかもしれません。しかし、あ
いにく私たちは、例えばチラシをつくるにしても相変わら
ず Word で、MS 明朝を使っているので、そういう人た
ちが、いいねって思うデザインではないわけです。そうい
うところは、あらためなければならないでしょう。同じ情
報であっても、目で見て「これは私たちが求めているもの

● 森林側とニーズが上手く結びついていない　

　テーマ③は、「新規参加者を獲得するためのポイント」
ということで、最初に鳩の巣協議会の小島さんから話題
提供をしていただきました。
　小島さんからは最後のまとめとして、広報や告知が多
様化しているということで、「特に若い人に向けてなにか
発信する時には、若い人たちに届くような広報が必要だ」
とか、「行政の技術講座などが入口になっているので、こ
れはとても助かっている」といったお話もありました。
　その上で、集まってくださった皆さんからいろんな課題
を出してもらったのですけれど、「いろんな自治体で森林
ボランティアを育成する講座はあるけれども、どこも最近
定員割れが起こったり、人が集まらなかったり」という話
がありました。一方で、「例えば自己実現だとか、森と関
わるニーズは意外に高まっているじゃないか」という話も
あって、それらが上手く結びついていない可能性につい
ての指摘がありました。

● 獲得したい人たちがなにを求めているのかを知り
　そこに届くコミュニケーションやツールを持つ　

　結局、新規参加者を獲得したいという場合、獲得し
たい人たちに届くようなコミュニケーションやツールを持
っているか、そして、その人たちが一体何を求めている
かを知る必要があるということに尽きる、ということです。
　例えば、若い人たちに来てほしいって言っても、若い
人たちはいま忙しくて、留学にも行きたい、インターンシ
ップにも行きたい、ボランティアもしたいのです。そんな
若い人が、ボランティアで何を身につけたいのか、何を
学びたいのか、何を得たいのかについて、なにも分から
ないままにして「来てください」と言っても、１度は来て

テーマ別セッショントーク

● ファシリテーター

松村 正治
（NPO法人よこはま里山研究所 理事長）

● 話題提供

小島 圭二
（多摩の森・大自然塾 鳩の巣協議会）
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じゃない」と思われてしまうんです。それはつまり、デザ
インが違うんです。だからチラシについても、あるいは広
報についても、使う写真についても、いまそういう人たち
をターゲットにしているところは、写真も専門の人が撮っ
ています。小島さんの話だと、ボランティアの中には「そ
ういう写真撮影をして、広報のお手伝いをしたい」とい
うボランティアもいるそうです。話題提供の際にお話した
Web サイトも、実は、コミュニケーションのお手伝いをす
るプロボノの人とつくったので、予算は全然かかっていま
せん。そんな奇特な人もいるのです。
　新規参加者を獲得しようと思うならば、自分たちが普
段慣れ親しんでないような人たちの生活の実感だとか、
コミュニケーションの仕方に触れていかなくてはいけない
わけです。そこに思い切って入っていくか、入っていくの
が自分で苦手なら、入っていくのが得意な人たち、当たり
前のように写真を撮ってパパパッと SNS にあげてしまう
人たちがいるわけだから、そういう人と仲良くなってしま
え、というやり方の方がいいのだろうと思います。

● 新規参加者を獲得するということは
　自らの枠を超えていくことへのチャレンジ　

　森づくりにこだわらないという話もありました。いまま

で森林ボランティアは施業中心で、森づくりをコツコツや
ってきて、それはすごく大事なことです。しかし、そのつ
くった森をどうするのか、先のことをあまり考えていませ
ん。むしろキレイになった森で遊びたいだとか、子育て
させたいといったニーズはたくさんあるわけだから、そう
いう人たちと本当はもっと一緒になってやれたらいいです
よね。そういうアイデアが森に持ち込まれることによって、
いままで真面目にコツコツやってきた人たちが、違った人
たちにとって魅力的になったりするかもしれません。その
新しい人が、また新しい人を連れてくることもあるので、
そういう意味では、自分のカルチャーを越えていく、自分
の枠を超えていくということ、それ自体が楽しめないとい
いけないのではないでしょうか。
　確かにニーズに応えることばかりやっていると、自分
たちのやりたいことではなくなっていくかもしれませんが、
ボランティアの人たちがやりたいことには、社会的ニーズ
が本当にあるのでしょうか。本当に新規参加者を獲得し
ようと思うなら、まず、新しい人に会うことを楽しいと思
わないといけないし、それも自分の慣れ親しんだところを
少し越えて新しくチャレンジしていくことが必要なのかな
と思います。
　ディスカッションを進めて、そんなふうに感じました。

松村 正治さん（全体共有にて）
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　皆さん、2日間にわたってご苦労さまでした。「緑のボ
ランティア活動助成セミナー」は久しぶりの開催ですから、
私みたいな古い人間は同窓会に来ているような感じで、久
しぶりの方とたくさんお会いすることができました。

●
　こうして久しぶりにお会いしてみると、皆さんの話題や
考え方が少し時代と共にずいぶん変わってきているのかな
と感じました。昔は森林整備、要するに森づくり、山仕事
というところがボランティアの延長線上にあったのですが、
いまでは森林整備からその周辺に関わるようになり、その
周辺がどんどん広がりつつあるような気がしています。
　こういう機会から、みんながどこかで森と関わる、まさ
に国民参加の森林づくりという時代になってくれればいい
かなと思います。また、森づくりフォーラムは、“「森と共
に暮らす社会」をめざして”と標榜していますので、そう
いう意味でも、より良い社会になってきているのではない
のかと思っています。しかし、その実現のためには、「緑
の募金」が非常に重要だと思いますので、ぜひ皆様方も
地域に帰ったら、募金活動にぜひご協力をいただけたらと
思っております。

●
　今回こういう風な機会をいただいた国土緑化推進機
構、登壇者の皆様、それから運営を担っていただいたエス．
ピー．ファームの皆様、ご参加いただいた皆様に深く、厚
く感謝する次第です。ありがとうございました。

閉会挨拶
松井 一郎（NPO法人森づくりフォーラム 理事）
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